
日
本
中
國
學
會
報　
第
六
十
九
集
拔
刷

二
〇
一
七
年
十
⺼
七
日　

發
行

幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

　
　

―

伊
豫
松
山
藩
儒
・
大
原
觀
山
舊
藏
書
考

加
藤
國
安



幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

二
五
七

は
じ
め
に

　

伊
豫
松
山
藩
儒
・
大
原
觀
山
（
一
八
一
八
～
一
八
七
五
）
と
聞
い
て
も
、
そ
の
名

を
知
る
人
は
稀
で
あ
ろ
う
。
本
姓
は
加
藤
、
名
は
㊒
恆
。
姉
の
夫
の
大
原
家
を
嗣

い
で
こ
う
名
乘
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
正
岡
子
規
の
外
祖
父
と
い
う
方
が
早
い
。

子
規
は
幼
少
時
よ
り
こ
の
觀
山
の
手
ほ
ど
き
で
漢
學
を
學
ん
だ
。
と
り
わ
け
漢
詩

に
興
味
を
覺
え
た
。
以
後
、
隨
時
書
き
た
め
ら
れ
た
の
が
自
筆
の
漢
詩
拔
萃
集
十

一
種
だ
が
、『
子
規
全
集
』（
講
談
社
版
）
に
は
未
收
錄
の
た
め
、
こ
の
度
飜
刻
作

業
を
行
い
公
刊
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（
１
）。
そ
の
中
に
子
規
十
五
歲
時
の
寫
本
「
觀
山

遺
稿
」（
法
政
大
學
子
規
文
庫
藏
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
計
一
八
五
首
か
ら
な
る
が
、

觀
山
の
遺
稿
詩
選
た
る
『
蕉
鹿
窩
遺
稿（
２
）』（

子
息
・
加
藤
恆
忠
（
拓
川
）
編
）「
例
言
」

に
は
、「
詩
凢
そ
二
千
餘
首
、
以
て
家
に
傳
ふ
」
と
あ
り
、
子
規
寫
本
は
そ
の
抄

本
と
分
か
る
。
で
は
「
家
に
傳
ふ
」
と
い
う
原
本
の
所
在
は
、
ま
た
そ
の
原
貌
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

そ
こ
で
『
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
（
以
下
、
子
規
博
）
館
藏
㊮
料
目
錄
』

一
（
一
九
八
四
）
で
「
觀
山
「
詩
稿
」」
と
あ
る
四
點（
３
）よ
り
調
査
を
開
始
し
、
次
に

後
裔
宅
藏
本
の
確
認
へ
と
範
圍
を
廣
げ
た
。
そ
の
過
程
で
觀
山
の
舊
藏
書
は
子
規

博
に
長
櫃
四
棹
分
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り（
４
）（

以
下
、
寄
託
本
へ
の
言
及

は
特
に
斷
ら
な
い
）、
さ
ら
に
後
裔
宅
よ
り
六
棹
分
（
書
籍
二
棹
、
軸
物
四
棹
）
を
新

發
見
し
た
（
以
下
、
家
藏
本
）。
こ
れ
を
機
に
東
北
大
學
狩
野
文
庫
藏
『
觀
山
文
集
』

（
以
下
、
狩
野
本
）
も
加
え
、
沒
後
百
四
十
餘
年
ぶ
り
に
觀
山
舊
藏
書
を
再
統
合
す

る
形
で
初
の
悉
皆
調
査
に
着
手
し
た
。
舊
藏
書
は
寫
本
が
少
な
く
な
く
、
ま
た
家

藏
本
も
訪
問
調
査
に
時
閒
を
要
す
る
た
め
十
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
幕
末
朞
の

日
本
の
岐
路
を
再
考
す
る
上
で
の
未
發
掘
㊮
料
と
し
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
報
吿

す
る
。

一　

山
藩

朞
ー
觀
山
を
形
成
し
た
原
點

　

ま
ず
觀
山
の
生
涯
だ
が
、

略
な
事
跡
な
ら
『
蕉
鹿
窩
遺
稿
』
の
「
觀
山
先
生

墓
表
」（
藤
野
海
南
著
。
末
弟
漸す

す
むの
妻
と
子
規
の
母
が
姉
妹
）
や
、「
觀
山
大
原
先
生
墓

誌
銘
」（
幼
な
じ
み
で
松
山
藩
校
朙
敎
館
の
同
僚
・
武
知
五
友
著
）
等
が
あ
る
が
、
そ
の

實
像
を
深
く
理
解
す
る
に
は
不
足
で
あ
る
。
こ
と
に
彼
の
生
涯
に
と
っ
て
大
き
な

意
味
を
も
っ
た
昌
平
黌
時
代
の
委
細
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
そ
の
作

品
や
關
係
㊮
料
か
ら
、
そ
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
と
思
う
が
、
そ
の
歬
に
松
山

時
代
の
素
描
を
し
て
お
く
。

幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

　
　

―

伊
豫
松
山
藩
儒
・
大
原
觀
山
舊
藏
書
考

�

加　

藤　

國　

安



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
五
八

許も
と

に
於
い
て
、
藝
の
加
藤
氏
（
淵
）
の
文
政
十
七
家
集
（
十
七
家
絕
句
）
を
得

て
之
を
讀
む
。
海
內
の
詩
人
を
盡
く
す
に
非
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
取

る
所
は
皆
一
時
の
巨
擘は
く

な
り
。［
然
れ
ば
則
ち
盡
く
す
る
に
非
ざ
る
も
亦
た

憾
ま
ん
や
。］
善
き
哉
、
加
藤
氏
の
擧
な
る
や
、
先
に
我
が
心
の
同
じ
う
す

る
所
を
得
た
り
と
謂
ふ
べ
し
。
天
保
丙
申
十
一
⺼
書
す
。

　

中
で
も
觀
山
は
茶
山
を
そ
の
領
袖
格
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
「
讀

文
政
十
七
家
限
韻（
８
）」
に
、「
或
爭
雄
麗
或
精
巧　

家
々
風
格
各
不
同　

文
政
詩
豪

十
七
子　

尤
推
西
備
老
茶
翁
」（
一
作
「
或
爭
雄
麗
或
淸
淡　

⺼
露
風
雲
模
得
工 

文
政

詩
豪
十
七
子 

掣
鯨
老
手
是
茶
翁
」）と
い
う
通
り
で
あ
る
。そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で「
竊

か
に
（
近
世
の
詩
の
）
纂
輯
」
も
自
ら
企
圖
し
て
い
た
。

　

茶
山
愛
好
は
作
品
上
の
世
界
に
止
ま
ら
ず
、
じ
つ
は
身
近
な
存
在
と
し
て
意
識

す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
朙
敎
館
の
師
・
歌
原
松
陽
の
介
在
が
あ
っ
た
。

少
年
朞
の
觀
山
詩
を
時
系
列
順
に
讀
む
に
、「
廿
一
歲
ヨ
リ
東
都
留
學
中
作
」
の

册
子
に
な
る
と
、
松
陽
を
稱
し
て
「
次
松
陽
岳0

翁0

送
別
韻
二
首
」
と
「
岳
翁
」
と

呼
ぶ
に
至
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
頃
松
陽
の
長
女
重
を
妻
に
迎
え
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
岳
父
が
茶
山
と
親
交
が
あ
っ
た
。
觀
山
の
隨
筆
『
膾か
い

殘ざ
ん

錄
』（
手
稿
本（

９
））
に
こ

う
あ
る
。

〇
岳
翁
、
茶
山
を
問
ふ
と
き
、
座
に
諸
名
家
の
認
し
た
た
めし
屛
風
あ
り
。
翁
其
優

劣
を
問
ふ
。
茶
山
曰
、
人
、
亂
髮
藝
服
し
て
居
れ
る
、
其
品
雜
分
。
衣
冠
を

た
ゝ
し
て
廟
堂
ニ
立
ハ
、
其
品
一
見
し
て
了
す
へ
し
。
春
水
、
第
一
た
る
事

是
ニ
て
見
へ
し
。

　

こ
の
他
、「
白
石
、
蛻
巖
、
茶
山
三
先
生
、
詩
ハ
日
國
の
傑
出
と
い
ふ
へ
し
」「
茶

山
自
ら
い
ふ
、
余
酒
四
合
を
呑
さ
れ
ハ
事
を
揮
能
は
す
」
等
と
あ
り
、
茶
山
へ
の

親
愛
の
念
が
窺
え
る
。
ま
た
舊
藏
書
に
は
、「
諸
家
文
錄
」
中
に
「
茶
山
先
生
行
狀
」

が
、
さ
ら
に
か
の
『
黃
葉
夕
陽
村
舍
詩
』（
と
も
に
寫
本
）
も
あ
る
。
ま
た
少
年
朞

　

觀
山
は
少
年
朞
よ
り
高
い
才
能
を
示
し
、「
天
下
の
英
才
、
千
萬
人
の
上
に
傑

出
す
る
者
…
、
木
下
順
庵
は
年
十
三
に
し
て
…
、
祇
園
南
海
は
年
十
七
に
し
て
…
、

熊
澤
蕃
山
は
年
十
六
に
し
て
…
、太
宰
春
臺
は
…
年
僅
か
に
十
五
」（
藤
野
海
南
「
大

原
士
行
［
觀
山
］
の
題
詠
芲
鳥
圖
卷
に
題
す
」）
と
、
大
先
哲
に
竝
べ
て
稱
贊
さ
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
。
家
藏
本「
觀
山
遺
稿　

詩（
５
）」（

十
五
～
二
十
歲
の
作
に
は
、「
原
本
」「
寫
本
」

「
少
年
作
」
と
表
書
さ
れ
た
三
種
が
あ
る
）
を
見
る
と
、
生
來
文
人
肌
の
氣
質
が
强
か

っ
た
と
い
え
る
。

　

一
例
と
し
て
菅
茶
山
詩
に
次
韻
し
た
「
梅
芲
次
茶
山
翁
韻（
６
）」
詩
が
あ
り
、「
十

八
九
歲
作
」
と
頭
㊟
さ
れ
る
。
天
保
六
、
七
年
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
頃
の
觀
山
は

「
偶
成
二
首
」
其
二
（「
少
年
作
」
本
）
に
よ
る
と
、

　
　

我
生
十
㊒
八
春
秋　

嘆
息
光
陰
似
水
流　

數
載
功
勞
書
萬
卷　

　
　

一
家
歡
樂
酒
千
籌　

始
官
鄕
國
叨
衣
⻝　

屡
侍
詩
壇
辱
唱
酬　

　
　

虛
過
終
羞
無
補
世　

漫
言
民
苦
不
曾
休

　

も
う
十
八
歲
、
時
の
流
れ
は
速
い
も
の
。
こ
の
數
年
勉
學
に
沒
頭
し
、
家
も
樂

し
く
酒
も
た
く
さ
ん
。
初
め
て
徒
士
二
石
の
身
と
な
り
、
詩
壇
の
仲
閒
に
連
な
っ

て
い
る
。
世
の
中
の
役
に
は
立
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
民
の
苦
し
さ
へ
の
關
心

は
い
つ
も
持
っ
て
い
る
。―

こ
の
よ
う
な
日
々
の
中
に
あ
っ
て
、
し
ば
し
茶
山
の

世
界
に
親
し
ん
で
い
た
樣
子
が
窺
え
る
。

　

當
時
、
觀
山
は
文
政
十
七
家
に
强
く
引
か
れ
て
い
た
。
十
九
歲
作
の
「
書
文
政

十
七
家
集
後（
７
）」
に
い
う
（
家
藏
『
觀
山
遺
稿　

文
』
卷
下
、（　

）
は
筆
者
補
）、

元
和
偃え
ん

武ぶ

の
後
、
詩
敎
日ひ
び

に
隆
く
、
薄は
く

海か
い

の
內
、
大
家
名
家
、
詩
を
以
て
家

を
名
づ
く
る
者
、
彬
々
と
し
て
輩
出
し
、
代
よ
其
の
人
乏
し
か
ら
ず
。
是
に

於
い
て
扶
桑
千
家
詩
・
日
本
名
家
詩
選
等
の
出
づ
る
㊒
り
。
然
れ
ど
も
近
世

の
詩
に
至
り
て
は
、
則
ち
未
だ
選
び
て
集
す
る
者
㊒
る
を
聞
か
ず
。
余
每つ
ね

に

之
を
憾う
ら

み
、
竊
か
に
纂
輯
に
志
㊒
る
も
、
未
だ
暇
あ
ら
ず
。
屬ち
か

者ご
ろ

一
友
人
の



幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

二
五
九

還
松
山
。
後
又
再0

入
昌
平
及
安
積
艮
齋
翁
塾
。
歬
後
在
江
戶
五
年
。
爲
昌
平
黌
書

生
寮
舍
長
、學
成
而
還
任
府
學
助
敎
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
天
保
九
年
以
後
、

江
戶
遊
學
は
「
再0

」
度
だ
っ
た
と
す
る
。
だ
が
觀
山
の
遺
稿
を
精
讀
す
る
に
聊
か

異
な
る
。「
倫
齋
翁
畫
卷
跋（

（（
（

」
に
、「
歲
十
七
始
寓
于
國
學
、
弱
冠
三0

遊
于
幕
學
。

歬
後
殆
八
年
」（
狩
野
本
卷
一
）
と
あ
り
、
三0

度
だ
っ
た
と
記
す
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
㊟
意
す
べ
き
は
新
出
の
家
藏
本
（
文
集
卷
上
）
で
、
こ
れ
に
は
「
弱
冠
以
後
、

遊
于
幕
學
者
三
四

0

0

、
歬
後
殆
八
年
」
と
あ
り
、「
四
」
を
消
し
て
「
三
遊
于
幕
學
」

と
改
め
て
い
る
。
數
え
方
次
第
で
は
四
度
に
な
る
と
の
思
い
も
あ
っ
た
の
か
と
讀

め
る
。
か
つ
朞
閒
も
「
五
年
」
で
は
な
く
「
八
年
」
と
よ
り
長
い
。

　

ま
た
觀
山
の
江
戶
留
學
に
關
す
る
公
式
の
記
錄
も
檢
證
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
昌

平
黌
の
「
書
生
寮
名
簿（

（（
（

」
に
「
大
原
晉
之
介　

天
保
九
年
五
⺼
入
、
弘
化
五
年
正

⺼
退　

午
廿
九
」
と
記
さ
れ
、
墓
誌
銘
の
「
省
生
父
之
病
、
還
松
山
」
の
朞
閒
を

除
き
二
十
一
歲
か
ら
廿
九
歲
ま
で
の
「
歬
後
殆
八
年
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
さ
ら
に
書
生
寮
の
『
弘
化
丁
未
以
後
舍
長
日
記
拔
抄（
（（
（

』
に
は
、
舍
長
を
務
め

た
觀
山
自
身
の
日
記
が
あ
り
、「
大
原
晉
之
助　

天
保
九
戊
戌
ヨ
リ
嘉
永
元
戊
辰

迄
十
一
年
」
と
自
ら
記
す
。
こ
こ
で
は
「
三
遊
」
を
通
年
し
て
「
十
一
年
」
と
す

る
。
す
な
わ
ち
觀
山
の
在
府
活
動
は
、
自
己
認
識
と
し
て
は
實
年
以
上
の
重
み
の

あ
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
安
積
艮
齋
門
人
帳（
（（
（

』
天
保
九
年
戊
戌
の
條
を
見
る
と
、「
松
平
隱
岐

守
樣
御
內
／
八
⺼
五
日　

大
原
城
之
助
」
と
あ
る
。
松
平
隱
岐
守
と
は
十
二
代
藩

主
・
勝
善
の
こ
と
。
ま
た
城
之
助
は
、
大
原
家
藏
「
家
譜（
（（
（

」
に
、「
㊒
恆
、
初
恆ツ
ネ

成シ
ゲ

。
通
稱
、
大
次
郞
。
城
之
助
・
晉
之
助
・
武
右
衞
門
・
武
門
」
と
列
擧
さ
れ
、

觀
山
本
人
と
了
解
さ
れ
る
。こ
の
安
積
艮
齋
だ
が
、『
觀
山
遺
稿
』の
詩
集
・
文
集（
以

下
、「
文
集
」
は
便
宜
上
『
觀
山
文
集
』
と
す
）
に
艮
齋
の
批
點
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

艮
齋
著
『
朱
學
管
窺
』（
寫
本
）、
ま
た
「
文
略
序
」「
松
風
亭
記
」
等
を
含
む
艮

の
自
作
漢
詩
に
は
、
陸
游
の
田
園
詩
に
和
し
た
詩
も
少
な
く
な
く
、
觀
山
が
穩
や

か
な
宋
詩
風
を
好
ん
だ
こ
と
を
物
語
る
。

　

松
山
藩
校
で
の
觀
山
は
、
昌
平
黌
で
古
賀
精
里
に
師
事
し
た
藩
儒
日
下
伯
巖
か

ら
も
强
い
薰
陶
を
受
け
た
。
ま
た
現
實
社
會
へ
の
關
心
に
つ
い
て
も
㊟
目
す
べ
き

寫
本
が
あ
る
。「
天
保
乙
未
三
（―

及
び
四
）
⺼
寫
于
直
養
齋
西
窓
之
下
」
と
各
々

墨
書
さ
れ
た
、
順
に
「
室
和
長
田
論
」（
和0

角
維
幹
・
室0

鳩
巢
ら
）「
休
否
錄
引
」（
西

山
拙
齋
）
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
直
養
齋
と
は
觀
山
の
書
齋
名
と
解
さ
れ
、
天

保
五
六
年
（
觀
山
十
七
、
八
歲
）
の
頃
、
長
田
忠た
だ

致む
ね

に
よ
る
源
義
朝
殺
害
の
是
非
を

め
ぐ
る
政
論
や
、
寬
政
の
改
革
等
に
つ
い
て
强
い
時
事
的
關
心
を
寄
せ
て
い
る
の

で
あ
り
、
後
年
の
硬
骨
漢
の
芽
を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
付
加
す
れ
ば
、
天
保
八
年
に
は
觀
山
の
養
父
・
大
原
恆
固
が
、
大
鹽
平

八
郞
の
亂
の
警
備
の
た
め
に
松
山
よ
り
大
坂
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
歸
任
し
た
養

父
か
ら
大
鹽
事
件
に
つ
い
て
も
聞
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
膾
殘
錄
』
に

は
計
六
條
、
大
鹽
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
中
に
は
後
年
昌
平
黌
朞
に
聞
い

た
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。「（
幕
儒
・
若
山
）勿
堂
翁
云
、大
鹽
亂
を
な
す
歬
年
、

歸
都
の
路
相
見
せ
し
か
、
眼
中
甚
狂
ふ
し
く
喪
心
の
人
の
如
く
見
え
ぬ
。
云
々
」

や
、「
某
先
生
、大
坂
の
亂
を
な
せ
し
ハ
深
き
志
な
し
、唯
や
け
な
り
と
い
は
れ
し
」

で
あ
る
。
某
先
生
と
は
、
事
件
後
、
大
鹽
と
文
通
が
あ
っ
た
こ
と
で
疑
惑
の
目
で

見
ら
れ
た
佐
藤
一
齋
か
と
も
思
わ
れ
る（
（（
（

。

二　

昌
平
黌
朞
ー
「
猪
突
」
す
る
「
游
學
生
」

　

少
し
歬
後
し
た
が
、
觀
山
の
昌
平
黌
時
代
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
觀
山
が
松

山
藩
校
か
ら
昌
平
黌
へ
遊
學
し
た
の
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）、
二
十
一
歲
の

時
で
あ
る
。
こ
の
閒
の
事
跡
で
一
般
に
知
ら
れ
る
㊮
料
は
、
武
知
五
友
「
觀
山
大

原
先
生
墓
誌
銘
」
の
「
天
保
九
年
始
遊
江
戶
、
入
昌
平
黌
。
翌
年
省
生
父
之
病
、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
六
〇

機
に
省
親
を
藩
邸
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
時
の
葛
藤
は
狩
野

本
卷
三
の
數
篇
に
窺
え
る
（
家
藏
本
に
な
し
）。
そ
れ
は
別
の
機
會
に
讓
る
と
し
て
、

天
保
十
二
年
辛
丑
、
二
十
四
歲
で
再
び
江
戶
へ
。
が
、
天
保
十
四
年
八
⺼
十
三
日
、

父
逝
去（
七
十
歲
）の
た
め
歸
鄕
。
觀
山
の
名
が
再
び
昌
平
黌
㊮
料
に
見
え
る
の
は
、

『
昌
平
坂
學
問
所
日
記（

（（
（

』
弘
化
四
年
丁
未
（
一
八
四
七
）
の
條
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
が
歬
述
の
「
弱
冠
三
遊
于
幕
學
」
の
三
度

0

0

目
の
入
府
と
な
る
。

四
⺼
廿
三
日

　

書
生
寮
舍
長
役
・
吉
本
榮
八
江
被
仰
付
五
人
扶
持
被
下
、
大
原
晉
之
介
・

永
橋
章
助
江
助
勤
被
仰
付
三
人
扶
持
被
下
。
捨
藏
（
佐
藤
一
齋
）
申
渡
、

謹
一
郞
（
古
賀
茶
溪―

侗
庵
の
子
）
立
合
。

七
⺼
十
七
日

　

舍
長
吉
本
榮
八
事
退
役
・
退
寮
願
出
候
ニ
付
、
今
日
如
願
被
仰
付
、
迹
役

大
原
晉
之
介
被
仰
付
、
晉
之
介
代
枝
吉
平
左
衞
門
舍
長
助
被
仰
付
候
。
捨

藏
申
渡
す
。

　

今
回
は
書
生
寮
の
助
勤
、
後
に
舍
長
就
任
と
い
う
職
務
に
與
っ
た
。
周
圍
の
觀

山
評
價
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。
な
お
枝
吉
平
左
衞
門
と
は
枝
吉
經
種
（
肥
歬
・
副
島

種
臣
の
實
兄
）
で
あ
り
、『
觀
山
詩
集
』
の
批
點
者
の
一
人
で
も
あ
る
。

　
『
同
日
記
』
嘉
永
元
年
「
戊
申
日
歷
」
は
續
け
て
記
す（
（（
（

。

一
⺼
廿
五
日

　

書
生
舍
長
大
原
晉
之
介
退
寮
ニ
付
、
跡
役
枝
吉
平
左
衞
門
江
被
仰
付
、
平

左
衞
門
跡
ハ
井
內
左
馬
之
允
江
被
仰
付
、
捨
藏
申
渡
、
謹
一
郞
立
合
。

　
「
捨
藏
」
と
は
か
の
佐
藤
一
齋
を
指
す
。
舍
長
觀
山
は
、
學
問
所
付
御
儒
者
一

齋
（
在
任
朞
閒
は
天
保
十
二
～
安
政
六
年
）
の
閒
近
で
勤
務
し
て
い
た（

（（
（

。
具
體
的
な

勤
務
內
容
も
、歬
揭
の
『
舍
長
日
記
拔
抄
』
に
觀
山
本
人
記
と
し
て
殘
っ
て
お
り
、

「
九
⺼
八
日　

高
橋
章
助
母
病
死
ニ
付
、
致
下
宿
忌
中
歸
寮
難
調
候
閒
、
御
役
御

齋
の
諸
作
が
觀
山
筆
『
諸
家
文
錄
』
一
・
三
に
採
錄
さ
れ
る
等
、
師
と
の
强
い
關

係
を
窺
わ
せ
る
（
後
述
「
豕
書
」
等
を
參
照
）。

　

貧
士
觀
山
に
と
っ
て
江
府
で
の
勉
學
な
ど
夢
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
か
ら
、
い
つ

も
胸
に
は
熱
い
向
學
心
が
た
ぎ
っ
て
い
た
。
同
年
五
⺼
十
九
日
、
觀
山
は
松
崎
慊

堂
に
拜
謁
す
る
。『
慊
堂
日
歷（

（（
（

』
の
「
天
保
九
年
五
⺼
十
九
日
」
條
に
、「
大
原
城

之
助
、
松
山
游
學
生
」
と

略
な
記
錄
が
あ
る
。
一
方
、
觀
山
は
「
謁
松
崎
慊
堂

翁
」
詩
で
、「
老
松　

怪
竹　

小
蓬
山
、
考こ
う

槃は
ん

し
て
恰
も
塵
氛
を
避
く
る
に
好
し
。

賢
人　

古
自
り
野
に
遺の
こ

る
こ
と
多
く
、
傑
士　

今
に
于
い
て
文
〔
王
〕
を
待
た
ず
。

一
見　

縱
ひ
白
眼
を
成
す
無
き
も
、
千
里　

底な
に

に
緣よ

り
て
か　

靑
雲
に
附
せ
ん
。

快
談　

侍
坐
す　

春
風
の
裏
、
頻
り
に
覺
ゆ　

滿
身
に
和
氣
の
薰
る
を
」
と
、
こ

の
記
念
す
べ
き
日
を
詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
舊
藏
書
中
に
は
、「
山
田
長
政
船
艦

圖
記
」
と
表
書
き
さ
れ
る
寫
本
中
（
題
名
は
冐
頭
の
作
品
名
。
內
容
は
多
樣
な
作
品
の

編
修
物
）、「
慊
堂
松
崎
先
生
行
述
／
生
鹽
谷
世
弘
勤
述
」（
弘
化
元
年
十
二
⺼
甲
辰
の

署
名
あ
り
）
が
あ
る
。
ま
た
同
『
諸
家
文
錄
』
二
（
寫
本
）
に
も
、「
松
崎
慊
堂
の
「
藻

泉
錄
序
」（
跋
文
に
「
天
保
丁
酉
（
八
年―

補
）
歲
陽
⺼
蓋
城
松
崎
朙
復
撰
」）
と
あ
る
。

こ
れ
ら
を
寫
し
な
が
ら
觀
山
の
胸
に
は
あ
り
し
日
の
思
い
出
が
蘇
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
觀
山
『
所
㊒
書
畫
控⃝
』（
家
藏
）
に
も
、「
松
崎
慊
堂
翁　

朙
復　

半
切　

壹
」

の
書
軸
が
あ
る
。
一
地
方
の
「
游
學
生
」
と
は
い
え
、
艮
齋
・
慊
堂
（
朙
復
）
ら

江
府
の
大
儒
と
の
關
係
も
含
め
て
、
そ
の
全
體
像
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
て
觀
山
舊
藏
書
に
「
戊
戌
夢
物
語
」（
寫
本
、天
保
戊
戌
（
九
年
） 

高
野
長
英
著
）

が
あ
る
。
本
書
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
翌
年
あ
の
蠻
社
の
獄
が
起
き
る
が
、
今
㊟

意
す
べ
き
は
こ
の
寫
本
の
「
高
野
長
英
」
が
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
筆
寫
年
代
は
特
定
で
き
な
い
が
、
觀
山
の
こ
の
頃
の
關
心
の
所
在
を
物
語

る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。

　

江
戶
で
の
勉
學
は
吸
收
す
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
が
、
實
父
加
藤
重
孝
の
病
を



幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

二
六
一

人
で
あ
り
、「
觀
山
遺
稿
」
の
詩
文
册
と
も
に
艮
齋
の
批
點
が
多
く
記
さ
れ
る
こ

と
や
、
歬
揭
『
所
㊒
書
畫
控⃝
』
に
「
安
積
艮
齋
翁　

小
切
」
と
あ
り
、
ま
た
既
述

の
『
朱
學
管
窺
』
を
舊
藏
す
る
こ
と
か
ら
も
、
師
弟
と
し
て
密
接
な
關
係
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
が
、
從
來
艮
齋
の
門
人
と
し
て
は
全
く
認
知
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。

　

そ
の
例
と
は
「
豕し

書
」（
漢
文
、
家
藏
本
卷
上
・
狩
野
本
卷
三
）
で
あ
る
。
冐
頭
に

い
う
、「
世
に
傳
ふ
、
豕
を
畜や
し
なふ
家
に
は
必
ず
馬
の
災
ひ
無
し
と
。
故
に
藩
邸
に

之
を
畜
ふ
こ
と
數
十
年
、
生
育
す
る
こ
と
日ひ
び

に
蕃ふ

え
、
遂
に
百
餘
頭
に
至
る
。
司

牧
す
る
者
、
給
⻝
の
繼
が
ざ
る
を
恐
れ
、
牡
は
諸こ
れ

を
中
邸
に
置
き
、
牝
は
則
ち
諸

を
上
邸
に
置
く
。
之
を
し
て
分ふ
ん

睽け
い

し
相
偶
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
。
是
に
於
い
て
豕

憤
然
と
し
て
上
書
す
。
其
の
書
に
曰
く
」
と
。
當
初
余
（
豕
）
は
邪
氣
拂
い
の
た

め
飼
育
さ
れ
た
が
、
增
え
す
ぎ
た
と
い
う
理
由
で
雌
雄
別
居
さ
せ
ら
れ
た
の
を
不

滿
と
し
て
上
書
し
た
と
起
こ
さ
れ
る
。
觀
山
の
篤
實
な
面
を
見
て
き
た
者
に
は
戲

言
的
な
筆
致
に
戶
惑
う
が
、
彼
の
中
に
社
會
の
深
部
へ
の
銳
利
な
問
題
意
識
も
內

在
し
た
こ
と
に
㊟
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
下
、
要
約
的
に
見
て
い
こ
う
。
臣
豕
に
は
麟マ

麒マ

の
德
は
な
い
が
、
豺
狼
の
暴

も
な
い
。
馬
牛
の
能
は
な
い
が
、
狐
狸
の
妖
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
舜
が
深
山
に

あ
っ
た
時
も
、
そ
の
よ
き
友
と
な
り
得
た
の
だ
。
舜
が
帝
に
な
る
や
、
饕と
う

餮て
つ

に
臣

ら
を
⻝
べ
さ
せ
て
喜
ば
せ
た
。
以
後
、
臣
ら
の
名
歬
は
初
め
て
天
下
に
知
れ
渡
っ

た
。
以
來
、
宗
廟
の
祭
や
賓
客
の
供
に
と
お
役
に
立
ち
、
崇マ

尊マ

の
極
み
を
受
け
た

こ
と
は
死
ん
で
も
悔
い
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
ま
た
「
牝
豚
」

と
罵
ら
れ
た
り
、
屈
辱
を
受
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
鬱
々
と
し
て
樂
し
ま
ざ

る
日
々
が
續
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
へ
「
海
外
に
君
子
の
國
㊒
り
。
厚
德
・
深

仁
に
し
て
愛
は
鳥
獸
に
及
ぶ
」
と
仄
聞
し
た
の
で
、「
桴い
か
だに
乘
じ
て
海
に
浮
か
び

相
率
ゐ
て
」
日
本
に
や
っ
て
來
た
。
當
初
は
大
事
に
扱
わ
れ
樂
し
み
を
味
わ
っ
た

免
退
寮
仕
度
旨
、
佐
藤
樣
江
願
出
候
…
」「
十
一
⺼
九
日　

內
入
寮
之
義
、
暫
見

合
ニ
相
成
候
所
、
今
度
佐
藤
樣
江
奉
伺
候
處
、
以
歬
之
通
被
差
許
旨
、
御
逹
」
等
、

入
退
寮
の
狀
況
を
監
督
者
一
齋
に
報
吿
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
觀
山
の
『
膾
殘
錄
』
に
は
、
佐
藤
一
齋
と
の
日
常
的
な
雜
談
が
二
條
ほ
ど

記
錄
さ
れ
る
。
歬
揭
『
所
㊒
書
畫
控⃝
』
に
も
、「
幕
府
ノ
人
通
稱
捨
藏　

佐
藤
一
齋

（
中
半
切
）
壹
」
と
記
さ
れ
る
書
軸
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
身
近
な
關
係
に
あ
れ
ば
こ

そ
で
あ
る
。
そ
の
『
膾
殘
錄
』
に
い
う―

、

〇
余
、
一
齋
翁
（
ニ
）、
皇
國
偃
武
以
來
之
文
章
家
ハ
何
人
か
第
一
な
る
へ

き
と
問
ふ
。
人
々
之
意
見
も
あ
れ
は
如
何
ニ
候
へ
と
も
、
余
ハ
釋
大
典
第

一
と
被
思
召
と
い
は
れ
し
。

〇
三
助
先
生
（
古
賀
精
里
は
彌
助
、
尾
藤
二
洲
は
良
佐
、
柴
野
栗
山
は
彥
輔
）
文
、

い
つ
れ
か
ま
さ
れ
る
と
問
ふ
。
尾
藤
翁
勝
る
由
、
一
齋
被
答
。
又
曰
、
人

文
を
見
る
時
、
お
も
し
ろ
く
も
な
く
を
か
し
く
も
な
き
文
ハ
、
必
す
氣
を

付
て
見
る
へ
し
。
必
名
文
な
り
と
被
申
。

　

觀
山
が
二
洲
に
學
ん
だ
痕
跡
は
、
舊
藏
書
の
『
二
洲
文
抄
』（
寫
本
）
が
よ
く

物
語
る
。
例
え
ば
そ
の
「
招
⺼
樓
記
」
は
、
儒
と
吏
事
と
自
然
の
閑
樂
の
連
環
的

統
合
を
、
自
然
と
の
豐
か
な
交
歡
を
背
景
に
記
す
が
、
觀
山
の
「
梧
桐
樓
記
」（
家

藏
本
卷
上
・
狩
野
本
卷
二
）
は
そ
の
影
響
だ
ろ
う
。
た
だ
歬
揭
の
艮
齋
「
松
風
亭
記
」

と
も
發
想
・
構
成
が
似
て
お
り
倂
せ
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
舊
藏
書
中
の
『
朙
文

集
選　

劉
靑
田
』（
寫
本
）
は
、「
安
積
信
選
」
と
朙
記
さ
れ
た
劉
基
の
文
章
の
抄

本
だ
が
（
艮
齋
の
編
著
と
し
て
は
他
所
に
未
見
）、
そ
の
中
の
「
松
風
閣
記
」
と
も
關

連
す
る
と
思
わ
れ
る
（
別
稿
を
俟
ち
た
い
）。

　

江
府
で
の
觀
山
の
學
問
の
樣
子
を
窺
う
一
例
と
し
て
、
そ
の
安
積
艮
齋
と
の
關

係
を
見
て
み
た
い
。
艮
齋
の
學
問
所
で
の
儒
官
在
任
朞
閒
は
嘉
永
三
年
か
ら
文
久

元
年
ま
で
で
あ
り
、
觀
山
が
昌
平
黌
で
受
業
し
た
譯
で
は
な
い
が
、
艮
齋
塾
の
門



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
六
二

遊
戲
の
文
辭
と
雖
も
亦
た
意
懇
ろ
に
情
至
り
て
、
文
の
華
彩
は
以
て
之
を
藻
餝
す

る
に
足
る
」
で
あ
る
。
狩
野
本
で
は
歬
者
の
批
點
は
抹
消
さ
れ
る
が
、
觀
山
の
胸

底
を
察
す
る
に
、
從
來
の
善
導
的
講
說
で
は
事
態
の
解
決
に
は
な
ら
ず
、「
世
敎
」

の
禁
忌
を
恐
れ
な
い
姿
勢
が
必
要
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
儒

者
角
抵
序
」（
後
述
）
等
に
も
一
貫
す
る
、
儒
學
改
革
へ
の
强
い
欲
求
と
し
て
働

い
て
い
く
。
伊
豫
の
文
人
肌
の
一
儒
生
の
〈
猪
突
〉
へ
の
大
變
貌
だ
が
、
そ
れ
は

內
包
さ
れ
て
い
た
芽
が
江
府
の
學
塾
で
の
師
友
閒
の
切
磋
の
中
、
高
い
反
應
熱
を

放
ち
な
が
ら
成
長
し
て
い
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
若
者
を
難
局
の
世
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
や
が
て
松
山
藩
儒
と
な
り
、
幕

末
の
危
局
に
腐
心
す
る
身
と
な
る
が
、
そ
の
樣
子
を
一
瞥
し
て
お
く
と
、
舊
藏
書

中
に
「
田
安
樣
自
之
御
續
方
」「
桑
名
樣
之
御
續
方
」（
寫
本
）
が
あ
る
よ
う
に
、

伊
豫
松
山
藩
は
第
九
代
藩
主
松
平
定
國
が
田
安
宗
武
の
六
男
、
ま
た
寬
政
の
改
革

の
松
平
定
信
は
そ
の
七
男
に
あ
た
る
。
定
信
は
久
松
松
平
家
の
白
河
藩
主
の
養
子

と
な
り
、後
に
桑
名
藩
に
隱
退
し
た
。
そ
も
そ
も
松
山
藩
の
藩
祖
・
松
平
定
勝
（
家

康
の
異
父
弟
、
久
松
松
平
家
の
祖
）
が
封
じ
ら
れ
た
地
が
桑
名
藩
だ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
深
い
「
御
續
」
ゆ
え
に
、
藩
は
き
わ
め
て
親
幕
色
が
强
か
っ
た
。
そ
の
藏
書

中
に
、
歬
揭
の
西
山
拙
齋
「
休
否
錄
抄
」（
寫
本
／
田
沼
意
次
に
よ
る
社
會
の
否0

塞
を

定
信
が
休0

止
さ
せ
た
と
の
意
）
や
、「
久
松
家
諸
統
略
系
」「
久
松
家
譜
」
等
の
寫
本
、

ま
た
觀
山
手
稿
「
故
從
五
位
菅
原
［
久
松
］
朝
臣
忠
敏
公
行
狀
」
の
草
稿
が
數
種

あ
る
等
と
い
う
の
も
、
公
務
に
精
勤
す
る
そ
の
人
柄
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　

た
め
に
幕
末
に
は
心
勞
を
重
ね
、「
人
情
世
態　

心
と
違
ひ
、
啞
と
な
り
聾
と

爲
り
て
歲
時
を
送
り
」（「
愛
山
の
隱
居
を
訪
ひ
寓
宿
す
云
々
」
詩
）、「
天
下
の
爲
に

外
冦
を
憂
ひ
、
藩
主
の
爲
に
遭
厄
を
憂
ひ
、
子
弟
の
爲
に
廢
學
を
憂
ふ
。
憂
ひ
て

已
ま
ず
鬱う
つ

悒ゆ
う

」（
歬
揭
藤
野
「
觀
山
先
生
墓
表
」）
た
る
心
境
に
陷
る
。
が
「
啻た
だ

に
流

涕
痛
哭
し
長
大
息
を
爲
す
の
み
な
ら
ん
や
」（
後
述
の
「
禪
讓
論
」）
と
、
忍
辱
を
以

が
、
數
が
增
大
す
る
や
人
々
の
態
度
は
怒
り
に
變
わ
り
、
つ
い
に
は
牝
牡
の
居
を

別
に
し
、
つ
ね
に
空
腹
狀
態
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
祖
國
の
辱
臣
で
す
ら

こ
こ
ま
で
の
待
遇
は
な
か
っ
た
と
。

　

筆
致
は
辛
辣
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
う
、
萬
物
の
靈
長
と
自
負
す
る
人
閒
樣
が
大

い
に
羨
ま
し
い
と
。「
穴
隙
を
鑽う
が

ち
以
て
相
覗
き
、
牆
を
踰
え
て
以
て
相
從
は
む
」

こ
と
も
す
る
し
、「
饑
寒
の
憂
い
㊒
れ
ば
、
則
ち
肩
を
脅ひ
そ

め
て
諂へ
つ
らひ
笑
ひ
、
賄
を

納
れ
賂
を
通
じ
以
て
富
貴
を
博
す
」
こ
と
も
す
る
。
あ
あ
、
臣
も
ま
た
そ
う
し
て

み
た
い
も
の
だ
。
し
か
し
自
分
に
は
「
隣
に
覗
く
べ
き
耦
つ
れ
あ
い

無
く
、
柙こ
う

に
賄ま
い
なひ
す

べ
き
貯
た
く
わ
え

無
く
」「
凢
そ
腐
敗
の
物
、
割
烹
の
餘
、
人
の
棄
て
し
所
と
爲
す
者
、

僅
か
に
⻝
す
る
を
得
て
以
て
餘
命
を
保
つ
」
の
み
と
。『
孟
子
』
滕
文
公
篇
を
引

い
て
大
陸
渡
來
者
の
目
で
、「
海
外
の
君
子
の
國
」
の
氣
樂
な
人
閒
樣
へ
の
諷
刺

を
效
か
せ
、
そ
の
閉
塞
狀
況
を
指
彈
す
る
。

　

臣
ら
は
た
だ
親
子
と
も
に
暮
ら
せ
た
ら
そ
れ
で
十
分
。「
何
ぞ
必
ず
し
も
一
妻

一
妾
…
美
肉
精
飯
な
ら
ん
や
。
伏
し
て
願
ふ
に
、
臣
の
微
功
を
錄
し
臣
の
懇
志
を

愍あ
わ
れみ
、
牝
牡
を
し
て
再
會
し
、
飮
⻝
滿
腹
せ
し
め
ん
こ
と
を
」
と
懇
願
し
、
最

後
に
「
威
尊
を
汙お

瀆と
く

す
る
も
、
敢
へ
て
鄙
衷
を
吿
ぐ
こ
と
所
謂
豕
突
を
免
れ
ず
。

謹
ん
で
上
書
し
以
て
聞
す
」
と
、
己
の
猪
突
ぶ
り
を
自
嘲
す
る
辭
で
結
ば
れ
る
。

獸
性
と
靈
性
を
兩
㊒
し
、
儀
典
の
一
役
を
擔
う
「
豕
」
だ
が
、
高
等
な
上
書
を
奉

獻
し
た
り
、『
孟
子
』風
の
議
論
を
展
開
し
た
り
す
る
の
は
儒
者
の
僞
裝
で
あ
っ
て
、

じ
つ
は
「
君
子
の
國
」
に
潛
む
困
難
に
つ
い
て
、
こ
の
國
の
儒
が
抱
え
る
現
況
へ

の
訴
狀
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
對
す
る
家
藏
本
の
批
點
が
興
味
深
い
。「
凢
そ
文
字
、
事
の
諧
謔
に
涉

る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
必
ず
世
敎
に
關
係
し
復
た
觀
る
べ
き
な
り
。
鑽
穴
隙
以
下

數
語
、
及
び
父
子
共
麀
等
語
に
は
陰ひ
そ

か
に
世
敎
を
害
す
る
者
㊒
り
て
、
白
璧
の
微

瑕
と
し
て
之
を
恕
す
と
謂
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
似
る
」、
及
び
「
艮
齋
先
生
曰
く
、



幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

二
六
三

驚
か
さ
れ
る
の
は
外
國
事
情
本
の
多
さ
で
あ
る
。
江
戶
で
見
聞
し
た
異
國
物
が
そ

の
藏
書
の
顯
著
な
特
色
な
の
で
あ
る
。ま
ず
當
時
の「
世
界
」た
る
ア
ジ
ア
圈
の「
外

國
」
に
關
す
る
寫
本
か
ら
拾
う
に
、『
五
事
略
』（
新
井
白
石
著
）、『
三
國
通
覽
略
說
』

（
林
子
平
著
）、『
對
禮
餘
藻
』（
古
賀
精
里
著
）、『
外
蕃
通
書
』（
近
藤
守
重
編
）
等
は

當
然
な
が
ら
㊒
す
る
。
㊟
目
す
べ
き
は
ア
ヘ
ン
戰
爭
關
連
の
書
で
、「
粤
東
義
勈

檄　

皇
朝
天
保
十
三
年
壬
寅
」
で
始
ま
る
寫
本
一
册
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
「
按

嘗
田
捐
餉
團
練
附
述
」（
金
應
麟
）「
局
商
呈
文
」（
天
保
十
三
年
十
一
⺼　

王
啇
元
珍
）「
英

冦
枉
焰
將
次
欲
熄
、
今
春
以
來
直
至
現
今
、
傳
聞
情
節
臚
列
如
左
」（
天
保
十
三
年

十
二
⺼　

寅
三
番
舩
主
顧
子
英
、
同
財
副
陳
逸
舟
）「
蒙
」（
寅
十
二
⺼　

王
公
二
局
船
主

顧
子
英
、
周
靄
亭
）「
英
夷
侵
犯
海
疆
、
蔓
延
四
載
、
今
夏
勢
焰
大
張
、
疊
〻
奉
」（
天

保
十
三
年
十
二
⺼　

寅
三
番
船
主
顧
子
英
、
同
財
副
陳
逸
舟
ほ
か
六
名
）
等
の
記
述
が
見

え
、
觀
山
が
「
英
冦
」
の
ア
ジ
ア
侵
攻
に
强
い
關
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。

　

理
想
の
國
日
本
を
目
指
し
て
の
出
㠶
の
話
は
、
ベ
ー
コ
ン
の
『
新
ア
ト
ラ
ン
テ

ィ
ス
』
に
既
に
あ
る
が
、
當
時
や
っ
て
來
た
の
は
强
壓
的
な
異
國
船
ば
か
り
だ
っ

た
。
こ
の
種
の
洋
威
に
關
す
る
書
と
し
て
は
、
昌
平
黌
儒
官
の
古
賀
侗
庵
の
『
海

防
臆
測
』『
俄
羅
斯
紀
聞
』
等
や
、
安
積
艮
齋
の
『
洋
外
紀
略
』
等
が
重
要
だ
が
、

觀
山
も
江
府
の
學
塾
で
こ
の
種
の
書
に
接
す
る
機
會
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。今
、

同
種
の
寫
本
を
若
干
拾
い
出
し
て
み
る
と
、

『
海
國
兵
談
』（
林
子
平
著
「
大
原
書
」
と
表
書
）、『
喎
蘭
新
譯
地
球
全
圖
』（
橋

本
宗
吉
作
）、『
鎻
國
論
』（
極
西
・
檢ケ

ン

夫ペ

尓ル

著
）、『
訂
正
增
譯
采
覽
異
言
』（
山

村
才
助
著
）、『
環
海
異
聞
』（
大
槻
玄
澤
著
）、『
西
洋
列
國
史
略
』（
佐
藤
信
淵
著
）、

『
船
長
日
記
抄
』（
池
田
寬
親
著
）
等
々
。

　

特
に
觀
山
の
西
洋
事
情
物
の
貴
重
な
一
點
に
、
魯ロ

西シ

亞ア

關
連
史
料
の
寫
本
「
觀

火
錄（
（（
（

」
が
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
皇
帝
の
特
使
レ
ザ
ー
ノ
フ
が
通
商
を
希

し
た

て
後
世
に

み
を
繫
が
ん
と
す
る
。
そ
の
硬
質
の
氣
性
は
、觀
山
自
筆
の
朱
熹「
敬

齋
箴
」
や
、
朱
熹
の
爭
友
の
陳
亮
『
陳
龍
川
文
鈔
』（
寫
本
、
圈
點
多
數
）、
豪
放

不
羈
で
知
ら
れ
た
朙
末
淸
初
の
侯
方
域
の
『
侯
朝
宗
文
雋
』（
版
本
、伊
豫
松
山
藩
儒
・

宮
原
煥
輯
、
圈
點
多
數
）、「
山
崎
闇
齋
先
生
行
實
」（
寫
本
）、
十
一
代
松
山
藩
主
定

通（
定
信
の
甥
）が
藩
士
と
と
も
に
愛
讀
し
た
淺
見
絅
齋『
靖
獻
遺
言
』（
版
本
）等
々

の
、
紙
數
の
關
係
で
ご
く
一
部
に
止
ま
る
が
、
そ
の
藏
書
に
顯
著
に
伺
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

地
元
で
は
知
ら
ぬ
者
と
て
な
い
「
頑
翁
」（
觀
山
の
別
號
）
の
朱
子
學
者
だ
っ
た

が
、
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
國
家
閒
差
も
あ
り
思
想
的
宗
家
の
文
脉
そ
の
ま
ま
で
は

な
く
、
日
本
文
化
の
風
土
や
習
俗
と
㊜
應
し
、
宗
家
と
の
異
質
性
を
合
理
化
し
た
、

近
年
黃
俊
傑
の
い
う（

（（
（

「
脫
脉
絡
化
」
し
「
再
脉
絡
化
」
さ
れ
た
日
本
版
朱
子
學
で

あ
る
。
か
つ
觀
山
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
は
、
そ
の
座
右
に
い
つ
も
詩
文
書
が
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
舊
藏
書
を
見
る
に
、『
諸
家
名
詩
集
』・
朱
熹
「
齋
居
感
興
」（
と

も
に
觀
山
筆
）、『
陸
放
翁
詩
鈔
』『
三
家
詠
物
詩
』
及
び
數
種
の
自
作
漢
詩
集
も
含

め
て
、
世
界
調
和
を
詠
む
詩
へ
の
關
心
が
强
い
。「
微
醺
談
笑
す
れ
ば
宵
を
徹
す

る
も
厭
か
ず
し
て
、
詩
を
善
く
す
」（
歬
揭
武
知
「
墓
誌
銘
」）
と
稱
さ
れ
た
人
物
で

あ
る
。「
能
く
程
朱
の
眞し
ん

腴ゆ

を
得
る
は
闇
齋
に
若し

く
は
莫
し
、
夫か

の
神
衟
の
若ご
と

き

は
則
ち
姑
く
置
い
て
論
ぜ
ず
」（『
膾
殘
錄
』）
と
記
す
よ
う
に
崎
門
派
の
影
響
は
濃

い
が
、一
方
闇
齋
學
の
枠
を
越
え
て
和
樂
す
る
生
の
全
域
に
わ
た
る
世
界
經
驗
を
、

日
本
の
山
川
草
木
と
の
樣
々
な
交
歡
を
通
し
て
淸
福
の
情
景
に
具
象
す
る
文
人
で

も
あ
っ
た
。三　

炮
艦
の
猛
威
ー
埋
も
れ
た
寫
本
に
見
る

　

さ
て
、
伊
豫
の
靑
年
儒
生
を
大
變
貌
さ
せ
た
根
本
の
要
因
に
つ
い
て
述
べ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
西
洋
の
礮
艦
へ
の
强
い
衝
擊
だ
っ
た
。
觀
山
舊
藏
書
で
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さ
ら
に
浦
賀
事
件
に
つ
い
て
は
、「
大
原
書
」
と
表
書
き
し
た
一
寫
本
が
あ
る
。

「
弘
化
三
丙
午
年
閏
五
⺼
二
七
日
異
國
船
浦
賀
江
着
岸
ノ
略
記
」
と
題
さ
れ
、「
〇

北
亞
米
利
加
州
ノ
內
「
ハ
チ
ト
ン
」
他
國
ニ
ハ
「
ボ
ス
ト
ン
」
ト
云
ナ
リ
」
の
後
、

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
㊜
宜
句
讀
點
と
說
朙
を
補
う
）。

「
大
船
號
ユ
ム
リ
ユ
ム
ヒ
ユ
ス
」

船
體
の
情
況
（
長
さ
と
幅
、
水
入
・
水
ノ
上
高
サ
、
中
檣
三
拾
五
閒
貳
分
、
艪
同
・

表
同
の
長
さ
等
）、「
艀
大
小
九
艘
、
人
數
八
百
人
。
將
官
姓
ユ
ー（
マ
マ
）ー
ム
ス
＝

名
ヒ
ツ
ケ
ン
、
年
七
十
歲
。
副
將
姓
タ
ム
ス
。
名
ウ
イ
ソ
ン
、
年
三
十
歲
。

外
壹
人
ノ
副
將
姓不
名分
病
氣
ノ
ヨ
シ
。
其
外
士
官
兵
卒
役
ノ
水
夫
ト
モ
㊒
之
。

大
礮
八
十
六
挺
。
但
シ
左
右
三
段
ノ
備
。
內
ボ
ン
ヘ
ン
六
拾
四
挺
、
鉛
玉
、

目
分
量
凢
ソ
八
貫
目
「
ロ
ド
ン
ド
ル
」
仕
掛
ナ
リ
。
小
筒
八
百
挺
、
鉛
玉
目

分
量
凢
八
匁
位
。
短
筒
劍
者
、壹
人
壹
丁
ヅ
ヽ
、素
鑓
百
本
ナ
リ
」（
以
下
「
小

船
號
ウ
リ
ン
セ
ン
ス
」
の
記
述
は
略
す
）

　

こ
れ
に
對
應
す
る
文
書
は
、
幕
末
外
交
史
の
基
礎
㊮
料
『
大
日
本
維
新
史
料（
（（
（

』

の
弘
化
三
年
閏
五
⺼
二
十
七
日
の
〈
米
艦
浦
賀
ニ
來
航
ス
〉
の
［
浦
賀
奉
行
屆
書
］

（
第
一
編
ノ
一
、七
六
〇
頁
）、［
續
通
信
全
覽
］
〇
弘
化
三
年
閏
五
⺼
（
同
七
七
二
頁
）、

及
び
［
浦
賀
附
通
詞
ヨ
リ
聞
書
］（
浦
賀
譯
官
森
山
某
ヨ
リ
承
リ
書
留
ノ
傳
寫
（
同
七

七
四
頁
））
に
な
る
が
、
こ
の
三
者
に
比
し
て
觀
山
寫
本
は
全
體
を
總
合
し
た
內
容

で
、メ
モ
風
の
體
裁
も
分
か
り
や
す
い
。
ま
た
三
者
に
な
い
記
述（
ボ
ン
ヘ
ン
、鉛
玉
、

目
分
量
、
ロ
ド
ン
ド
ル
、
短
筒
劍
、
素
鑓
等
）
も
あ
る
。
情
報
の
入
手
に
當
た
っ
て
は
、

觀
山
自
身
相
當
奔
走
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

以
下
、
弘
化
三
年
の
諸
事
件
が
長
々
と
續
く
。
ま
ず
「
御
請
書
」
と
い
う
一
條

が
付
さ
れ
、「
風
順
次
第
早
々
出
㠶
仕
候
閒
、
此
段
御
請
奉
申
上
候　

以
上
」
と

あ
り
、
早
朞
出
港
の
要

書
が
筆
寫
さ
れ
る
（『
大
日
本
維
新
史
料
』
第
一
編
ノ
二
、

五
一
頁
。「
米
國
水
師
提
督
書
翰
」
に
相
當
、
文
面
や
や
異
な
る
）。「
願
書
」（
同
第
一
編

も
の
の
、
幕
府
の
拒
否
に
會
っ
た
た
め
そ
れ
を
强
要
す
る
手
段
と
し
て
、
文
化
三

年
以
後
、
蝦
夷
地
の
襲
擊
を
行
っ
た
事
件
に
關
す
る
報
吿
書
で
あ
る
。
觀
山
の
こ

の
種
の
情
報
の
入
手
先
だ
が
、
外
交
文
書
の
管
理
機
關
で
も
あ
っ
た
昌
平
黌
や
、

對
ロ
シ
ア
外
交
の
窓
口
の
長
崎
經
由
等
の
諸
說（

（（
（

が
推
測
さ
れ
る
が
未
特
定
で
あ

る
。
觀
山
の
「
觀
火
錄
」
を
、
幕
末
外
交
史
の
基
礎
㊮
料
『
通
航
一
覽（

（（
（

』
卷
二
八

四
～
三
〇
六
「
蝦
夷
地
亂
妨
始
末
」
の
各
條
と
照
合
す
る
に
、
少
な
か
ら
ず
異
同

が
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
風
說
混
じ
り
の
傳
寫
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
舊
藏
書

中
、
ロ
シ
ア
物
を
寫
し
た
別
册
と
し
て
、「
魯
西
亞
退
㠶
風
說
」「
魯
西
亞
船
渡
來

ニ
付
乘
船
御
禮
㊒
之
」
の
二
編
（
觀
山
筆
寫
本
、
合
册
）、『
文
化
子
魯
西
亞
船
記
』

『
文
化
寅
卯
魯
西
亞
船
記
』（
と
も
に
家
藏
、
寫
本
）
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア

事
情
の
熱
心
な
抄
寫
と
相
俟
っ
て
、『
環
海
異
聞
』『
船
長
日
記
』
等
の
讀
書
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）。

　

西
洋
へ
の
開
港
騷
動
を
ど
う
に
か
凌
い
で
き
た
幕
府
だ
が
、弘
化
三
年
丙
午（
一

八
四
六
、
觀
山
二
十
九
歲
）、
米
の
ビ
ッ
ト
ル
艦
隊
が
浦
賀
に
入
港
し
通
商
條
約
を

求
め
た
邊
り
か
ら
震
撼
・
衝
廹
狀
態
に
陷
る
。
そ
れ
は
こ
の
一
儒
生
を
も
直
擊
す

る
事
件
と
な
っ
た
。
今
「
觀
山
遺
稿　

詩
」（
家
藏
、『
蕉
鹿
窩
遺
稿
』
草
稿
）
に
、

抹
消
線
を
引
い
た
一
首
が
あ
る
。
そ
れ
を
判
讀
す
る
に
「
弘
化
丙
午
夏
洋
船
至
浦

河
、
府
下
騤
洶
記
感
」
と
讀
め
る
。
先
に
觀
山
の
入
府
は
弘
化
四
年
四
⺼
に
昌
平

黌
に
入
寮
す
る
の
を
以
て
三
度
と
述
べ
た
が
、
そ
の
準
備
も
あ
っ
て
か
、
一
年
歬

に
も
入
府
し
て
い
た
と
す
る
と
四
度
と
な
る
。
實
態
は
不
朙
だ
が
、
今
は
「
洋
船

至
浦
河
」
と
い
う
現
實
に
よ
り
、
觀
山
が
「
府0

下
」
の
「
騤き

洶き
ょ
う」（

激
し
い
騷
亂
）

に
衝
擊
を
覺
え
た
詩
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
㊟
目
し
た
い
。
そ
の
詩
に
い
う
、「
自

ら
笑
ふ　

迂
儒　

俠
氣
餘
り
、
慨
然
と
し
て
劍
を
撫
し
て
蒼
旻
を
睥に
ら

む
」（
七
律
）

と
。
手
ぬ
る
い
「
迂
儒
」
な
ど
叩
き
捨
て
、〈
猪
突
〉
の
野
性
を
鼓
舞
し
蒼
天
を

に
ら
ん
で
劍
を
撫
す
の
だ
っ
た
。
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「
府
下
」
で
の
衝
擊
的
な
體
驗
が
、
觀
山
を
し
て
「
西
夷
」
の
本
質
を
熟
慮
さ

せ
、『
觀
山
文
集
』（
漢
文
、約
百
篇
）
に
深
い
陰
翳
を
刻
印
す
る
の
は
必
然
だ
っ
た
。

ま
ず
海
防
に
關
わ
る
危
機
意
識
よ
り
書
か
れ
た
「
環
海
異
聞
序
」（
狩
野
本
卷
二
、

家
藏
本
卷
下
）
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
本
文
た
る
『
環
海
異
聞
』（
文
化
四
年
、
大
槻

玄
澤
編
）
は
、
仙
臺
藩
の
船
員
ら
が
ロ
シ
ア
領
に
漂
着
、
各
地
を
め
ぐ
り
國
王
に

謁
見
し
歸
國
す
る
ま
で
の
顚
末
記
錄
で
あ
る
。
こ
れ
を
讀
ん
だ
觀
山
曰
く
、「
蘭

學
者
の
飜
譯
に
於
い
て
は
、
大
抵
は
天
文
・
地
理
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
醫
術
・
工

藝
に
し
て
、
風
俗
政
刑
の
若
き
は
、
則
ち
十
に
其
の
一
に
居
る
の
み
。
蓋
し
予
の

固
陋
な
る
に
、
寡
聞
に
し
て
未
だ
之
を
見
る
に
及
ば
ざ
る
歟か

。
抑
そ
も
そ
も

其
の
用
心
の

異
な
る
や
、
夫
れ
天
文
は
民
時
を
授
け
る
に
過
ぎ
ず
、
地
理
は
形
勢
を
知
る
に
過

ぎ
ず
。
而
し
て
醫
術
・
工
藝
も
素
よ
り
疾
病
を
療い
や

し
、
事
用
に
㊜
す
る
の
み
。
其

の
術
爲
る
や
、
縱た
と

ひ
諸
蠻
夷
の
書
を
讀
ま
ず
と
雖
も
、
尙
ほ
以
て
其
の
事
を
了
す

べ
し
」
と
。

　

こ
れ
ま
で
の
西
洋
事
情
本
は
科
學
技
術
や
工
藝
が
ほ
と
ん
ど
で
、
わ
が
國
に
も

類
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
肝
心
の
「
風
俗
・
政
刑
」
に
關
す
る
も
の
は
一
割
程
度

し
か
な
く
、
一
體
ど
の
よ
う
な
風
俗
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
統
治
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
と
思
案
す
る
。
西
洋
社
會
の
實
態
を
懸
念
す
る
觀
山
の
胸
中
を
測
度
す
る

に
、
こ
の
よ
う
な
蠻
行
の
擧
に
出
る
社
會
と
は
、
東
洋
の
儒
敎
的
世
界
、
例
え
ば

歬
揭
の
二
洲
「
招
⺼
樓
記
」
に
說
く
よ
う
な
、
儒
學
と
政
治
と
自
然
の
統
合
に
よ

る
宋
學
的
世
界
秩
序
に
代
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
規
範
秩
序
を
㊒
し
て
い
る
の
か
と

い
う
懷
疑
だ
ろ
う
。
蘭
學
者
は
『
環
海
異
聞
』
が
遍
歷
地
も
廣
く
傳
聞
も
多
い
が

ゆ
え
に
、
こ
れ
を
補
輯
し
よ
り
詳
細
な
も
の
を
と
腐
心
し
た
が
、
觀
山
は
彼
ら
の

「
風
俗
・
政
刑
」
に
關
わ
る
紹
介
こ
そ
喫
緊
の
課
題
だ
と
す
る
。
が
こ
の
方
面
の

ノ
一
、
七
六
七
～
七
六
九
頁
の
［
米
國
艦
隊
司
令
官
書
翰
］
〇
浦
賀
奉
行
宛
、［
米
國
水
師

提
督
ビ
ッ
ド
ル
書
翰
］
〇
閏
五
⺼
二
十
七
日
幕
府
宛
、
及
び
［
聞
見
錄
］
に
相
當
す
る
が
、

文
面
少
し
く
異
な
る
）、「
異
國
船
江
移
下
物
左
之
通
」（
同
第
一
編
ノ
二
、五
〇
頁
に
相
當
、

品
名
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
配
列
が
大
き
く
異
な
る
）、「
近
國
諸
家
人
數
出
張
」（
同
五
五
頁

〈
幕
府
沿
海
警
備
ノ
部
署
ヲ
定
ム
〉
に
相
當
、
や
や
異
な
る
）、「
弘
化
三
、
八
⺼
武
傅
雨

卿
與
所
司
代
役
亭
江
御
行
向
、如
左
御
逹
」（
同
六
三
三
頁〈
海
防
敕
書
ヲ
賜
ハ
ル
〉の［
御

沙
汰
書
］
と
ほ
ぼ
同
一
）、「
弘
化
三
丙
午
六
⺼
長
崎
江
異
船
拂
郞
西
之
書
付
」（
同
八

三
～
一
〇
八
頁
〈
佛
艦
長
崎
ニ
渡
來
ス
〉
の
「
佛
國
水
師
提
督
書
翰
和
譯
」
各
種
、「
長
崎

通
詞
林
由
郞
屆
書
」「
和
蘭
通
詞
上
申
書
」
等
に
相
當
、異
同
多
し
）。
以
下
中
略
す
る
が
、

「
弘
化
三
年
丙
午
七
⺼
、
大
阪
表
御
倉
屋
旉
浦
よ
り
廻
狀
之
由
」（
同
二
八
六
頁
〈
英

船
琉
球
ニ
渡
航
ス
〉の「
鹿
兒
島
藩
大
阪
藩
邸
留
守
居
屆
書
」に
ほ
ぼ
同
じ
）で
止
と
な
る
。

觀
山
に
と
っ
て
弘
化
三
年
が
い
か
に
衝
擊
的
な
年
だ
っ
た
か
を
よ
く
物
語
っ
て
い

る
。
こ
の
種
の
拔
萃
風
編
集
物
の
體
裁
だ
が
、
歬
揭
の
侗
庵
『
俄
羅
斯
紀
聞
』
と

同
類（
（（
（

な
の
も
時
代
性
を
表
す
も
の
と
い
え
る
。

　

米
艦
の
動
向
に
關
す
る
ま
と
ま
っ
た
寫
本
と
し
て
も
う
一
例
揭
げ
れ
ば
、「
嘉

永
癸
丑
阿
米
幹
船
渡
來
一
件
聞
書
」（「
大
原
書
」
と
表
書
）
が
あ
る
。
嘉
永
六
年
六

⺼
三
日
の
ペ
リ
ー
來
航
に
關
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
『
大
日
本
古
文
書
』（
幕

末
外
國
關
係
文
書
之
一
（
（（
（

、
五
三
～
七
六
頁
「
六
⺼　

浦
賀
奉
行
支
配
組
與
力
等
よ
り
の
聞

書　

米
船
浦
賀
渡
來
一
件
」）
と
は
若
干
異
な
る
。

　

安
政
元
年
、
松
山
藩
は
幕
命
に
よ
り
現
在
の
品
川
・
大
田
區
邊
を
、
同
四
年
に

は
神
奈
川
一
帶
の
海
邊
警
護
を
擔
い
、
勝
海
舟
の
協
力
を
得
て
神
奈
川
礮
臺
を
建

造
す
る
立
場
だ
っ
た
か
ら（

（（
（

、
觀
山
の
情
報
收
集
は
藩
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
も

の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
六
六

論
を
意
識
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
夫
れ
彼
の
來
た
る
や
、
果
た
し
て
上
陸
せ
ん
や
、
我
は
吾
が
長
ず
る
所
を
用

ひ
、
而
し
て
圍
み
て
以
て
之
を
鏖
み
な
ご
ろ
し

と
す
べ
き
な
り
。
掩
ひ
て
以
て
之
を
殲つ

く

す
べ
き
な
り
」（「
鏖
」
は
家
藏
本
に
從
う
。
狩
野
本
は
「
塵
」）。「
鏖
」
に
し
て
上
陸

阻
止
を
と
は
こ
れ
ま
た
甚
だ
過
激
だ
が
、
や
は
り
侗
庵
の
同
書
本
文
の
「
邦
人
は

悍
鷙し

に
し
て
、
義
を
重
ん
じ
生
を
輕
ん
じ
、
尤
も
刀
槍
に
熟
す
。
彼
の
來
た
る
や
、

之
を
海
上
に
逆む
か

へ
、
以
て
得
る
所
を
逞
し
く
せ
し
む
べ
か
ら
ず
。
其
の
岸
に
上
る

所
を
俟
ち
て
、
然
る
後
に
電
發
鏖お
う

戰せ
ん

し
、
立
ち
ま
ち
韲せ
い

粉ふ
ん

を
爲
さ
し
む
べ
し
」
を

踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
か
。『
觀
山
文
集
』
に
散
見
す
る
侗
庵
の
こ
の
影
だ
が
、

侗
庵
ら
の
開
港
論
に
對
す
る
疑
念
が
、
觀
山
の
胸
底
に
膨
ら
ん
で
き
た
こ
と
に
起

因
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
觀
山
は
提
言
す
る
。
海
防
の
た
め
吾
が
藩
國
の
船
頭
は
、
歸
路
は
陸
路

を
取
ら
ず
に
東
海
の
海
路
を
取
り
、
㊒
事
の
際
に
備
え
る
べ
し
と
。
實
際
、
舊
藏

書
に
「
品
川―

浦
賀―

小
田
原
」
か
ら
東
海
に
續
く
海
圖
の
卷
物
が
あ
る
が
（
寫

本
）、
こ
の
提
言
と
關
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
『
兵
要
錄
』（
長
沼
澹
齋
の

祕
法
の
兵
學
書
、
嘉
永
七
年
刊
）
も
所
藏
す
る
が
、
攻
擊
に
主
眼
を
置
く
本
書
の
特

色
を
活
か
し
て
上
陸
阻
止
に
利
用
せ
ん
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
觀
山
は
、
天
保
七
年
丙
申
（
一
八
三
六
） 

、
天
保
八
年
丁
酉
の
物
價
高

に
つ
い
て
、「
平
物
價
策
」（
狩
野
本
卷
二
、
家
藏
本
卷
下
）
を
著
す
。
そ
し
て
今
日

の
狀
況
は
不
公
平
な
交
易
に
發
す
る
歪
み
だ
と
分
析
し
、
か
つ
曰
く
、「
今
其
の

以
て
然
る
所
以
の
者
を
察
す
る
に
、
其
の
害
に
三
㊒
り
。
曰
く
奢
侈
な
り
、
惡
弊

な
り
、
開
港
な
り
と
。
而
し
て
開
港
の
害
を
最
大
と
爲
す
」
と
。「
開
港
の
害
」

と
は
、
す
な
わ
ち
「
海
外
に
流
入マ

マ

す
る
者
、
紀
す
に
勝た

ふ
べ
か
ら
ず
。
其
れ
彼
に

取
る
者
は
、
乃
ち
無
用
の
長
物
に
し
て
民
生
日
用
の
物
は
、
大
い
に
乏
絕
す
る
が

若
し
。
是
に
於
い
て
物
價
は
益
ま
す
ま
す

貴
く
、
未
開
港
の
歬
よ
り
も
其
の
更
に
幾
倍
な

書
は
科
學
技
術
・
地
理
・
紀
行
書
等
よ
り
遲
れ
、
魏
源
『
海
國
圖
志
』（
和
刻
本
は

嘉
永
七
年
版
が
最
初
）、
西
周
訓
點
の
『
萬
國
公
法
』（
慶
應
元
年
）
等
の
登
場
を
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
後
世
徐
々
に
朙
瞭
に
な
っ
て
く
る
こ
の
新
來
の
外
國
事

情
だ
が
、
觀
山
は
そ
の
西
洋
社
會
の
問
題
因
子
を
折
に
觸
れ
て
豫
感
す
る
。「
異

聞
序
」
は
い
う
、「
今
は
蘭
學
の
用
、
其
の
功
の
已
に
佛
に
過
ぐ
れ
ば
、
則
ち
予

の
恐
る
る
は
其
の
害
の
更
に
佛
者
よ
り
甚
だ
し
き
㊒
る
を
。
其
の
用
の
用
法
も
亦

た
以
て
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
今
に
蘭
學
受
容
の
弊
害
は
佛
敎
を
凌

駕
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
「
其
の
害
、
…
其
の
用
の
用
法
」

へ
の
憂
慮
は
、
彼
の
著
作
に
幾
度
も
吐
露
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

次
に
、「
送
〔
擬
〕
船
頭
某
序
」（
狩
野
本
卷
二
、
家
藏
本
卷
下
、〔
擬
〕
は
後
者
）

に
お
い
て
は
、
洋
兵
の
上
陸
侵
寇
に
備
え
て
東
海
の
海
防
の
必
要
性
が
强
調
さ
れ

る
。
な
お
舊
藏
書
に
『
船
長
日
記
抄
』
が
あ
る
が
（
カ
ナ
ダ
・
ア
ラ
ス
カ
方
面
か
ら

擇
捉
・
國
後
を
經
て
歸
國
し
た
尾
張
の
船
頭
重
吉
の
體
驗
談
）、「
送
船
頭
某
序
」
と
は

直
接
關
係
し
な
い
。
た
だ
本
「
日
記
」
で
得
た
知
識
も
含
め
て
、
觀
山
の
海
防
意

識
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

觀
山
曰
く
、「
吾
が
俗
は
陸
戰
に
長
じ
、
水
戰
に
短
な
り
。
而
し
て
西
洋
は
則

ち
是
に
反
す
。
若
し
之
と
戰
ひ
㊒
ら
ば
、
則
ち
吾
の
長
ず
る
所
固
よ
り
用
ふ
べ
き

も
、
短
ず
る
所
も
亦
た
未
だ
必
ず
し
も
廢
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、

彼
の
東
西
貿
易
は
海
を
視
る
こ
と
殆
ど
平
地
の
如
し
」
と
。
海
洋
活
動
を
得
意
と

す
る
西
洋
だ
が
、
我
々
も
海
を
賴
み
と
す
べ
き
で
あ
る
。
我
々
の
險
阻
と
す
べ
き

も
ま
た
海
な
の
だ
と
。
こ
こ
で
も
觀
山
は
激
越
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
觀
山
舊
藏

の
賴
山
陽
『
通
議
』（
寫
本
、
穀
堂
古
賀
先
生
評
（
（（
（

）「
水
戰
」
と
の
類
似
性
も
當
然
あ

る
が
、む
し
ろ
藏
書
に
な
い
古
賀
侗
庵
『
海
防
臆
測
』
卷
上
の
「
目
次
」
第
四
「
水

軍
は
彼
の
長
ず
る
所
、
陸
師
は
我
の
長
ず
る
所
。
當
に
我
の
長
ず
る
を
用
ひ
て
以

て
彼
の
短
に
敵
す
べ
し
云
々
」
と
の
酷
似
に
留
意
し
た
い
。
觀
山
が
侗
庵
の
海
防



幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

二
六
七

「
天
下
に
在
り
て
は
則
ち
强
梗
、
或
い
は
讒
邪
㊒
り
て
其
の
閒
を
閒
隔
す
と
爲
し
、

故
に
天
下
の
事
合
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。
當
に
刑
法
を
用
ふ
る
こ
と
小
な
る
は
則

ち
懲
戒
、
大
な
る
は
則
ち
誅
戮
、
以
て
之
を
除
去
す
べ
し
。
然
る
後
に
天
下
の
治

の
成
る
を
得
た
り
」
と
述
べ
た
上
で
、「
噬
嗑
卦
」
を
當
世
に
㊜
用
し
、「
洋
夷
」

に
起
因
す
る
弊
害
を
こ
う
解
釋
す
る
。「
今ち
か

者ご
ろ

は
洋
夷
の
跋
扈
し
、
吾
が
治
化
を

閒へ
だ

つ
る
は
年
と
し
て
茲こ
れ

㊒
り
。
物
價
は
踴
騰
し
農
商
は
⻝
に
艱く
る

し
み
、
東
西
に
防

戌
し
て
將
卒
は
奔
命
に
疲
れ
、
其
の
害
を
爲
す
こ
と
、
豈
に
特
に
强
梗
の
其
の
閒

に
閒
隔
す
る
の
み
な
ら
ん
や
」
と
。「
洋
夷
」
が
わ
が
國
の
「
噬
嗑
」、
す
な
わ
ち

口
に
物
が
は
さ
ま
っ
た
よ
う
な
障
害
物
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
か
く
し
て

「
惡
は
極
ま
り
罪
は
大
な
り
。
乃
ち
今
日
の
洋
威
是
れ
な
り
」
と
の
指
彈
に
至
り
、

西
洋
へ
の
疑
念
は
心
の
奧
底
に
ま
で
深
く
盤
踞
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

結
び
に
い
う
、「
嗚
呼
、
聖
人
の
易
を
千
載
の
上
に
作
り
て
、
諸こ
れ

を
今
日
に
徵

す
る
に
位
置
と
し
て
吻
合
せ
ざ
る
無
し
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
一
定
不
易
な

る
者
の
理
な
り
。
…
理
に
從
へ
ば
則
ち
善
に
し
て
吉
、
理
に
逆
ら
へ
ば
則
ち
惡
に

し
て
凶
。
易
中
に
吉
兆
を
言
ふ
者
は
、
皆
此
く
の
若
し
」
と
。
衟
理
に
も
と
る
行

爲
は
、誰
で
あ
れ
最
後
は
必
ず
凶
に
終
わ
る
。
こ
こ
に
觀
山
は
『
易
』
を
借
り
て
、

人
閒
の
衟
義
性
を
人
類
的
視
野
へ
と
架
け
渡
し
て
問
お
う
と
す
る
。

　

富
貴
の
物
力
や
國
家
の
武
力
よ
り
德
義
こ
そ
人
類
の
高
貴
な
力
で
あ
る―

、
こ

れ
が
彼
の
文
集
を
貫
く
核
で
あ
る
。「
王
霸
辨
」（
家
藏
本
卷
上
／
狩
野
本
ナ
シ
）
に

曰
く
、「
天
下
の
事
に
似
て
非
な
る
者
㊒
り
。
辨
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、霸
者
是
な
り
。

蓋
し
霸
者
の
行
事
は
、
王
者
の
衟
に
似
て
其
の
用
心
は
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
同

じ
か
ら
ざ
る
は
如
何
。
誠
と
僞
と
の
み
。
夫
れ
天
の
君
を
立
つ
る
や
、
私
一
人
を

し
て
之
を
富
貴
に
す
る
に
非
ず
し
て
、
將
に
其
れ
斯
の
民
俾
を
涵
育
し
、
各
お
の
お
の

其

の
所
を
得
さ
し
む
る
な
り
。
故
に
王
者
の
治
は
天
下
の
至
公
に
し
て
毫
末
の
私
も

無
く
、
唯
だ
民
を
安
ん
ず
る
こ
と
是
れ
務
め
と
す
。
是
を
以
て
仁
義
禮
樂
の
政
㊒

る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
と
。「
無
用
の
長
物
」
ば
か
り
が
入
り
、「
民
生
日
用
の

物
」
が
流
出
し
て
「
大
い
に
乏
絕
す
る
」
と
い
う
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
貨
幤
の
問
題
も
あ
っ
た
。
金
銀
の
流
出
が
甚
だ
し
く
、
や
む
を
得
ず
洋

銀
を
溶
か
し
て
鑄
造
す
る
と
益
々
物
價
が
逆
騰
し
た
。「
法
制
の
未
だ
立
た
ざ
る

に
、（
貨
幤
の
）
海
外
に
闌
出
し
て
卒
に
紀
極
の
㊒
る
莫
し
。
…
銅
錢
既
に
然
り
、

金
銀
又
安
ん
ぞ
海
外
に
闌
出
す
る
無
き
を
知
ら
ん
や
」
と
。
問
題
は
粗
惡
な
洋
銀

に
よ
る
詐
取
的
行
爲
に
あ
る
と
喝
破
す
る
。
さ
ら
に
曰
く
、「
開
港
の
後
、
彼
は

陽
に
惡
銀
を
以
て
我
に
輸い
た

し
、
陰
に
我
が
三
幤
を
奪
ふ
。
是
れ
以
て
金
銀
の
幤
の

益
ま
す
ま
す

乏
し
く
、
銅
弊
亦
た
減
る
こ
と
幾
分
な
る
か
を
知
ら
ず
。
是
に
於
い
て
洋
銀

を
銷と

か
し
他
物
を
雜ま
じ

へ
、以
て
新
幤
を
鑄
造
す
。
而
し
て
物
價
は
日ひ
び

に
益
ま
す
ま
す

貴
し
。

天
保
の
金
の
若
き
は
則
ち
其
れ
精
な
る
も
、
大
い
に
慶
長
・
享
保
の
兩
幤
に
若
か

ず
。
而
し
て
諸
幤
に
比
し
て
其
の
値
は
三
倍
に
過
ぐ
。
則
ち
新
幤
の
至
粗
至
惡
は
、

固
よ
り
論
を
須
た
ず
。
而
し
て
物
價
の
益
ま
す
ま
す

踴よ
う

騰と
う

を
致
す
は
恠あ
や

し
む
に
足
ら
ざ
る

な
り
」
と
。
か
く
し
て
「
開
港
を
禁
じ
て
後
、
奢
侈
を
抑
へ
惡
弊
を
改
む
れ
ば
、

則
ち
物
價
は
以
て
平
ら
ぐ
を
得
べ
き
な
り
」
と
、
鎻
港
以
外
に
方
策
は
な
い
と
斷

ず
る
。

　

こ
れ
ら
の
國
防
・
財
政
論
は
、「
先
生
夙
に
外
寇
を
以
て
憂
ひ
と
な
し
、
務
め

て
心
を
外
事
に
盡
く
せ
り
」（
歬
揭
「
觀
山
先
生
墓
表
」）
や
、「
文
章
經
濟
俱
に
實

用
を
朞
す
」（
田
中
參
「
蕉
鹿
窩
記
」）
と
稱
さ
れ
た
觀
山
の
著
述
姿
勢
を
端
的
に
物

語
る
。
そ
れ
は
源
了
圓
等
が
構
築
し
て
き
た
西
洋
文
化
と
の
接
觸
に
よ
り
促
さ
れ

た
幕
末
朞
の
實
學
思
想
の
一
端
で
も
あ
る
。
た
だ
『
觀
山
文
集
』
の
全
體
は
、「
風

俗
・
政
刑
」
論
と
連
結
し
た
よ
り
文
儒
的
な
、
す
な
わ
ち
朱
子
の
い
う
「
當
世
の

用
」
的
經
世
論
調
の
强
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
、文
久
二
年
（
一
八
六
二
、觀
山
四
十
五
歲
）
の
作
に
、「
噬ぜ
い

嗑ご
う

卦
」（
狩
野
本
卷
二
、

家
藏
本
卷
下
）
が
あ
る
。
易
卦
を
借
り
て
の
時
事
論
で
程
頤
『
易
程
傳
』
を
引
き
、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
六
八

り
」
と
。
こ
の
霸
者
＝
僞
論
に
は
、觀
山
の
思
想
的
土
壤
を
考
慮
す
る
と
「
洋
夷
」

へ
の
連
想
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た「
儒
者〔
家
〕角
抵
序〔
序
ナ
シ
〕」（
狩
野
本
卷
二
／
家
藏
本
卷
下
、〔　

〕は
後
者
）

に
曰
く
、「
國
郡
里
邑
は
儒
の
名
家
な
る
者
を
以
て
比
々
た
る
こ
と
皆
是
な
り
。

而
し
て
其
の
業
最
も
熟
し
、
名
最
も
隆
き
者
は
、
則
ち
國
君
封
侯
も
相
競
ひ
て
之

を
延
禮
せ
ざ
る
無
し
。
而
し
て
徒
に
其
の
講
を
聽
き
徒
に
其
の
文
を
誦
し
、
未
だ

嘗
て
實
に
衟
を
求
む
る
心
㊒
る
を
聞
か
ず
。
而
し
て
儒
者
亦
た
徒
ら
に
其
の
俸
祿

に
榮
え
其
の
玉
帛
を
利
す
る
も
、亦
た
能
く
衟
を
以
て
之
を
輔た
す

く
る
者
㊒
る
莫
し
」

と
。
世
は
儒
者
を
名
聲
如
何
で
遇
し
、
儒
者
ま
た
本
來
の
「
衟
」
の
探
究
に
精
進

せ
ず
、
い
わ
ば
伺
候
者
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
。「
此
れ
其
の
用
を
盡
く
さ
ざ
る
に
由

る
と
雖
も
、
其
の
古
衟
を
以
て
自
ら
處
ら
ざ
る
に
由
る
な
り
。
歎
く
に
勝た

ふ
べ
け

ん
や
。
此
れ
由
り
之
を
觀
る
に
今
の
儒
者
は
徒
に
其
の
名
の
み
㊒
り
て
其
の
實
無

し
。
彼
の
角
抵
と
一
場
の
觀
を
供
す
る
に
、
太
だ
し
く
は
逕
庭
莫
か
ら
ん
」
と
。

儒
の
本
義
を
忘
れ
た
儒
者
は
、
君
侯
の
歬
で
供
さ
れ
る
「
角
抵
」
の
ご
と
き
技
藝

者
だ
と
慨
嘆
す
る
。

　
「
公

說
」（
家
藏
本
ナ
シ
／
狩
野
本
卷
二
）
は
官
吏
論
で
、
曰
く
「
國
家
の
事
は

官
に
於
い
て
人
を
得
し
む
る
に
先
ん
ず
る
は
莫
し
。
官
吏
の
人
を
得
ざ
れ
ば
、
則

ち
制
度
・
文
章
の
備
は
る
と
雖
も
、
㊜ま
さ

に
以
て
國
事
の
擾わ
ず
らは
し
き
を
增
す
に
足
る

の
み
。
…
公
や
何
ぞ
私
す
る
無
き
謂い
い

な
り
。

や
何
ぞ
汙け
が

れ
ざ
る
謂
な
り
。
其
れ

人
に
待
す
る
や
、
公
に
し
て
無
私
な
れ
ば
、
則
ち
好
惡
の
以
て
其
の
朙
を
昧
く
す

る
能
は
ず
」
と
、
無
私
で
公

た
る
淸
官
の
公
益
性
を
强
調
。
幕
末
朞
の
樣
々
な

社
會
矛
盾
や
混
亂
と
向
き
合
う
中
で
、
朙
察
さ
れ
て
き
た
吏
衟
の
要
諦
を
い
う
。

　

最
後
に
「
禪
讓
論
」（
家
藏
本
卷
下
／
狩
野
本
卷
一
）
を
取
り
上
げ
る
。「
世
は
湯

武
の
放
伐
の
權
を
爲
す
を
知
る
も
、
堯
舜
の
禪
讓
の
權
を
爲
す
を
知
ら
ず
」
と
起

こ
し
て
、「
湯
武
は
天
命
を
奉
じ
天
誅
を
致
し
、
民
を
塗
炭
の
中
よ
り
救
ひ
て
、

固
よ
り
毫
も
天
下
を
利
す
る
に
非
ざ
る
」
ゆ
え
に
、「
天
命
歸
し
人
心
興
り
、
已

む
を
得
ず
し
て
遂
に
大
位
に
升
る
」
と
。
し
か
し
、「
堯
は
是
を
以
て
天
下
を
舜

に
讓
り
、
舜
も
是
を
以
て
天
下
を
禹
に
讓
る
は
、
亦
た
已
む
を
得
ざ
る
に
出
づ
」

る
も
の
で
あ
れ
ば
、湯
武
の
放
伐
と
同
樣
應
變
の
措
置
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、

「
堯
舜
の
禪
讓
も
亦
た
權
な
り
」
だ
と
い
う
。

　

こ
の
政
權
交
代
論
は
、
江
戶
思
想
史
に
あ
っ
て
は
孟
子
の
放
伐
論
を
め
ぐ
る
林

羅
山
「
對
幕
府
問
」
に
始
ま
り
、
仁
齋
「
王
霸
論
」
と
闇
齋
「
湯
武
革
命
論
」
ら

の
正
反
對
の
主
張
へ
と
分
岐
し
、
幕
末
に
な
っ
て
例
の
沸
騰
を
來
す
、
思
想
史
界

の
ア
ポ
リ
ア
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
に
對
し
觀
山
は
、
む
し
ろ
「
禪
讓
」
論
を
取
り
上
げ

て
い
う
。
こ
の
考
え
は
思
い
つ
き
で
は
な
い
。「
余
は
〈
禪
讓
は
權
衟
な
り
の
說
〉

を
持
す
る
こ
と
久
し
」
と
。
近
頃
人
情
は
薄
れ
世
衟
も
頽
廢
し
、「
廢
立
」「
共
和
」

等
と
輕
々
に
も
の
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。そ
う
い
う
人
閒
は
誅
伐
も
で
き
る
が
、

中
に
は
婦
女
子
が
劇
場
の
芝
居
を
見
て
き
た
か
の
よ
う
に
話
す
者
も
お
り
、
そ
れ

を
聽
く
者
が
ま
た
怪
し
ま
ず
に
い
る
。
こ
れ
で
は
「
天
理
民
彝
」
も
地
に
墜
ち
て

し
ま
う
。
た
だ
泣
い
て
た
め
息
を
つ
く
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
そ
こ
で

こ
の
論
を
作
り
、「
兒
孫
」
に
示
そ
う
と
思
う
と
。

　
「
禪
讓
」
に
擬
裝
さ
れ
た
「
權
衟
」
を
批
判
す
る
こ
の
文
脉
は
、古
賀
侗
庵
「
禪

代
論（
（（
（

」
の
堯
舜
流
の
禪
讓
も
爭
臣
の
簒
奪
の
一
契
機
と
な
る
と
い
う
の
を
踏
ま
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
觀
山
は
、
激
動
の
世
と
は
い
え
衟
義
忘
る
べ

か
ら
ず
の
戒
を
「
兒
孫
」
に
庭
訓
と
し
て
殘
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
も
㊟
意
す

べ
き
は
、
侗
庵
の
影
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
「
共
和
」
だ
が
、

歬
田
勉
氏
い
わ
く
、
こ
れ
を
「
中
國
古
代
の
理
想
的
な
堯
舜
の
治
と
等
し
い
も
の

と
高
く
評
價
す
る
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
古
賀
侗
庵
だ
っ
た（

（（
（

」
と
。
す
な
わ
ち
侗

庵
曰
く
「
西
洋
意
大
里
亞
等
の
國
、
古
よ
り
皆
歐
邏
巴
州
に
就
き
、
賢
者
を
遴
選

し
、立
て
て
以
て
君
と
爲
す
。
然
し
て
禍
亂
作お
こ

ら
ず
、簒
奪
萠き
ざ

さ
ず
。
斯
れ
其
の
美
、



幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

二
六
九

之
を
堯
舜
に
比
ぶ
る
も
多
く
讓
ら
ず
」（「
殷
鑑
論
」
二
）、
ま
た
師
艮
齋
曰
く
、「
近

世
の
北
亞
墨
利
加
は
、
地
益
ま
す
闢ひ
ら

け
人
益
ま
す
殖ふ

え
、
國
勢
强
盛
に
し
て
西
洋

の
官
吏
を
逐
ふ
。
…
世
に
共
和
政
事
國
を
稱
す
る
者
、
三（
マ
マ
）

十
一
な
り
」（『
洋
外
紀

略
』「
同
引
」）
と
。
そ
し
て
同
「
話ワ
シ
ン
ト
ン

聖
東
傳
」
に
は
、「
奇
才
英
略
、
必
ず
し
も
華

夏
な
ら
ず
。
朙
智
敏
識
、
必
ず
し
も
讀
書
な
ら
ず
。
吾
乃
ち
今
九
州
の
外
、
吾
經

の
外
を
知
る
に
、復
た
自
ず
か
ら
人
㊒
る
な
り
。
話
聖
東
は
庶ほ

幾と

ん
ど
之
に
近
し
」

と（
（（
（

。

　

こ
れ
ま
で
幾
度
か
言
及
し
た
侗
庵
の
影
だ
が
、
艮
齋
の
右
論
と
倂
せ
て
こ
れ
ら

の
先
哲
の
唱
え
た
西
洋
の
共
和
制
＝
善
美
論
へ
の
疑
義
が
、
深
い
學
恩
と
同
居
し

て
そ
の
胸
底
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
觀
山
の
諸
作
を
熟
讀
す
る
に
、『
闢
邪

小
言
』『
陳
龍
川
文
鈔
』序
を
書
い
た
あ
の
大
橋
訥
庵
ほ
ど
の
過
激
さ
で
は
な
い
が
、

そ
れ
に
類
す
る
辛
辣
な
西
洋
論
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
今
、
兩
者
の
直
接
的

關
係
は
ま
だ
見
え
な
い
が（
（（
（

、
美
風
に
見
え
る
他
面
で
武
力
を
重
用
す
る
と
い
う
擬

態
性
を
そ
こ
に
照
見
し
、
畢
竟
「
禍
亂
・
簒
奪
」（
歬
揭
「
殷
鑑
論
」）
へ
と
至
る

「
霸
者
の
行
事
」（
歬
揭
「
王
霸
辨
」）
と
の
思
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

觀
山
の
長
篇
詩
「
牛
を
椎う

つ
行う
た

」
は
、「
人
力
に
代
は
り
…
日
々
役
役
た
る
」
牛
を
、

「
之
を
殺
し
て
⻝
と
爲
す
」
文
化
に
對
し
、「
只
恐
る　

將
來
人
の
相
⻝
ま
ん
こ
と

を
」
と
詠
み
、
未
來
の
人
類
が
殺
戮
し
合
う
悲
劇
を
銳
く
直
感
す
る
。
こ
の
洞
察

を
外
孫
子
規
は
强
い
印
象
を
以
て
「
高
見（
（（
（

」
と
稱
え
た
。
總
ず
る
に
『
觀
山
文
集
』

の
大
き
な
特
色
は
、
洋
威
と
い
う
武
力
に
屈
し
て
の
「
開
港
」
に
强
い
懸
念
を
抱

き
、
當
時
實
學
的
論
調
の
活
發
化
す
る
世
風
に
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
も
よ
り
文
儒

色
の
强
い
載
衟
主
義
的
經
世
論
と
し
て
展
開
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
『
諸
儒
文
錄
』
四
（
觀
山
筆
）
に
は
、
賴
山
陽
「
續
八
大
家
讀
本
序
」
の
（
眉
欄

に
書
込
多
數
）、「
況
ん
や
夫
れ
是
非
を
辨
じ
利
害
を
別
け
、
之
を
言
ふ
に

朙
、

之
を
傳
ふ
る
に
不
謬
な
る
者
に
お
い
て
を
や
。
漢
文
の
用
、
寧
ん
ぞ
廢
す
べ
け
ん

哉
。
夫
れ
文
は
漢
よ
り
善
き
は
莫
し
。
漢
人
皆
善
く
之
を
用
ふ
。
而
し
て
八
家
其

の
最
も
善
き
者
な
り
」
が
寫
さ
れ
る
。
ま
た
侗
庵
「
讀
書
榘
」
の
（
寫
本
）「
○

八
大
家
文
鈔　

文
を
學
ば
ん
と
欲
す
る
者
は
、
當
に
讀
み
て
三
四
過
す
べ
し
」
に

は
朱
丸
が
付
さ
れ
て
い
る
。
物
事
を
載
衟
主
義
を
以
て
問
い
、
衟
義
的
普
遍
に
至

ら
ん
と
す
る
そ
の
文
法
に
學
ん
だ
觀
山
の
「
漢
文
の
用
」
は
、
ま
さ
に
八
大
家
の

遺
響（
（（
（

を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
、
我
々
は
日
本
の
一
地
方
の
藩
儒
の
舊
藏
書
の
悉
皆
調
査
を
通
し
て
、「
洋

夷
」
の
礮
艦
の
衝
廹
に
よ
り
根
底
か
ら
搖
さ
ぶ
ら
れ
た
儒
學
的
世
界
觀
と
い
う
大

命
題
を
、
思
想
的
宗
國
の
援
護
も
な
く
、
か
つ
「
脫
・
再
脉
絡
化
」（
黃
俊
傑
）
し

た
異
株
の
學
問
な
が
ら
も
、
正
論
的
思
考
へ
と
牽
引
す
る
漢
籍
の
文
脉
を
用
い
、

世
界
的
衟
義
に
押
し
廣
げ
て
問
う
た
一
儒
の
朱
子
學
的
「
當
世
の
用
」
の
實
踐
を
、

時
閒
を
卷
き
戾
し
て
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

觀
山
の
友
人
曰
く
、「
之
を
文
章
に
著
し
て
以
て
來
世
に
傳
へ
ん
こ
と
亦
た
知

る
べ
き
な
り
」（
歬
揭
「
蕉
鹿
窩
記
」）
と
。
子
息
の
加
藤
拓
川
（
恆
忠
）
は
漢
學
に

造
詣
が
深
く
、
先
考
の
詩
集
は
自
ら
編
纂
し
『
蕉
鹿
窩
遺
稿
』
に
ま
と
め
た
が
、

文
集
は
殘
念
な
が
ら
自
身
の
重
篤
な
病
も
あ
り
家
藏
の
ま
ま
に
止
ま
っ
た
。
だ
が

あ
る
部
分
、
こ
の
文
集
の
反
西
洋
主
義
を
め
ぐ
り
世
論
を
慮
っ
た
面
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
か
つ
て
拓
川
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
勤
務
の
歬
後
（
一
八
八
五
～
六
）、

「
人
倫
忠
恕
の
天
性
に
背
き
て
敵
味
方
と
名
乘
り
、
同
類
相
喰
の
業
あ
ら
ば
、
た

と
へ
今
日
愛
國
の
譽
を
得
る
も
、
後
世
識
者
の
笑
と
な
ら
ざ
る
べ
き
か
。
…
實
に

や
愛
國
主
義
の
發
動
は
と
か
く
に
盜
賊
主
義
と
化
し
て
外
國
の
怨
を
招
き
、
外
國

の
怨
は
人
類
總
體
の
怨
と
な
る
ゆ
へ
、
人
閒
世
界
に
此
心
あ
ら
ん
か
ぎ
り
、
天
下

太
平
は

み
が
た
し
（『
拓
川
集
』「
愛
國
論
緖
論
」）
と
記
し
た
。
一
九
〇
六
年
、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
七
〇

ベ
ル
ギ
ー
公
使
の
時
に
は
日
露
戰
爭
後
の
人
衟
的
處
置
を
め
ぐ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で

の
赤
十
字
會
議
全
權
委
員
と
し
て
出
席
し
、
伊
藤
博
文
の
外
交
姿
勢
と
衝
突
し
て

本
省
を
辭
し
、
そ
の
晚
年
に
は
軍
備
撤
廢
論
を
唱
え
る
に
至
っ
た（
（（
（

。
そ
れ
は
父
君

の
遺
訓
を
相
傳
し
た
如
く
で
あ
り
、
そ
の
硬
骨
漢
ぶ
り
も
親
讓
り
の
「
豕
突
」
に

思
え
る
。「
敬
齋
箴
」
そ
の
も
の
の
如
く
謹
直
の
一
儒
だ
っ
た
觀
山
。
そ
の
感
化

が
拓
川
は
無
論
の
こ
と
松
山
藩
（
市
）
民
に
廣
く
及
ん
だ
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ

る
。

　
「
强
梗
・
讒
邪
」（「
噬ぜ

い

嗑ご
う

卦
」）
の
魔
手
よ
り
國
を
死
守
せ
ん
と
す
る
も
叶
わ
ず
、

觀
山
そ
の
詩
に
曰
く
、「
世
情
時
事　

年
を
逐
ひ
て
更あ
ら
たま
り
、
一
木
支
へ
難
し　

大
厦
の
傾
け
る
を
」（
慶
應
の
「
遇
題
」
詩
）
と
。
か
く
し
て
世
は
洋
儒

學
へ
ま

た
洋
學
主
義
へ
と
☃
崩
を
う
っ
て
轉
回
し
、
儒
學
的
「
王
者
の
治
」（「
王
霸
辨
」）

も
、「
海
外
に
君
子
の
國
㊒
り
。
厚
德
・
深
仁
に
し
て
愛
は
鳥
獸
に
及
ぶ
」（「
豕
書
」）

話
も
夢
と
化
し
て
い
っ
た
。「
海
內
多
事
、
外
夷
强
梁
」
な
中
、「
義
を
唱
へ
…
節

に
死
し
…
從
容
と
し
て
義
に
就
」（
朙
治
二
年
作
「
永
井
雲
翁
の
畫
け
る
所
の
靖
獻
遺

言
の
八
忠
臣
圖
に
題
す
」）
い
た
八
臣
の
ご
と
く
、
愚
直
に
「
西
夷
を
厭
忌
し
」
時

代
の
變
革
を
拒
み
、「
世
人
以
て
頑
冥
と
爲（
（（
（

」
す
と
の
世
評
を
、
生
涯
一
儒
の
矜

持
を
以
て
呑
み
込
み
、「
鬱う
つ

悒ゆ
う

と
し
て
終
は
」
っ
た
（「
觀
山
先
生
墓
表
」）。
苦
境

を
支
え
た
の
は
、「
自
ら
笑
ふ　

生
來　

寂
寞
に
甘
ん
じ
て
、
官
を
愛
す
る
は　

山
を
愛
す
る
情
に
若
か
ざ
る
を
」（
朙
治
の
作
「
管
下
に
至
る
口
占
」）
と
い
う
思
い

だ
っ
た
。『
蕉
鹿
窩
遺
稿
』
を
讀
む
に
、「
厚
德
・
深
仁
」
の
由
っ
て
來
た
る
天
地

山
川
に
隨
順
し
、
身
心
を
回
路
と
す
る
折
々
の
小
康
的
風
情
を
わ
が
栖
と
す
る
美

學
が
底
層
を
貫
い
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
人
閒
存
在
は
世
界
の
中
心
で
は
な
く
、

自
然
世
界
の
萬
物
調
和
の
理
に
融
和
す
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

載
衟
的
美
風
に
殉
じ
た
儒
士
大
原
觀
山
。
そ
の
存
念
は
西
洋
の
ま
た
近
代
自
身

の
擬
態
性
を
擊
つ
一
面
を
持
つ
。
ゆ
え
に
西
洋
的
路
線
へ
の
裁
斷
を
下
し
た
人
々

に
對
し
、
單
純
に
そ
の
先
進
性
を
唱
衟
で
き
な
い
本
質
的
痛
點
の
あ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
。
ま
た
儒
學
を
歬
近
代
的
舊
弊
と
し
て
脫
亞
論
を
說
い
た
洋
學
禮
讚
の
言

說
の
中
に
、
近
代
社
會
の
物
質
文
朙
の
翳
を
逆
說
的
に
見
出
さ
せ
て
も
く
れ
る
。

觀
山
か
ら
す
れ
ば
、堯
舜
に
も
劣
ら
ぬ
「
共
和
」
の
世
は
ま
だ
見
ぬ
世
界
だ
っ
た
。

幕
末
の
西
洋
理
解
に
大
き
く
門
戶
を
開
い
た
橫
井
小
楠
だ
が
、
晚
年
の
「
沼
山
閑

話（
（（
（

」（
慶
應
元
年
）
に
至
り
、「
天
守マ
マ

敎
の
如
き
は
西
洋
も
本
意
と
す
る
事
に
非
ず
」

「
西
洋
の
學
は
事
實
上
の
學
（
實
學
の
意
）
に
て
、
心
德
上
の
學
に
非
ず
」
と
失

し
た
こ
と
を
思
う
時
、
觀
山
の
「
頑
冥
」
は
單
な
る
時
代
遲
れ
と
い
う
に
止
ま
ら

な
い
と
改
め
て
氣
づ
か
さ
れ
る
。
孫
の
子
規
が
「
翁
は
一
藩
の
儒
宗
に
し
て
人
の

尊
敬
す
る
所
た
り
」（
朙
治
二
十
二
年
「
筆
ま
か
せ
」）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
觀
山
は

一
地
方
の
儒
士
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
硬
玉
の
ご
と
く
身
體
化
し
た
師
衟
を
以
て

敬
愛
さ
れ
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。
地
味
な
存
在
ゆ
え
の
障
壁
は
あ
る
が
、
見
方
を

變
え
れ
ば
長
ら
く
時
の
步
み
を
保
留
し
た
ま
ま
の
稀
な
事
例
と
も
い
え
る
。
今
、

世
の
中
が
こ
の
種
の
喪
わ
れ
た
「
心
德
」
を
再
認
識
す
る
中
、
一
點
一
點
調
査
し

な
が
ら
の
足
取
り
に
は
な
る
け
れ
ど
も
、
將
來
廣
く
公
開
で
き
る
よ
う
作
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

 

　

㊟
（
１
）　

拙
著
『『
子
規
全
集
』
未
收
錄
・
自
筆
漢
詩
拔
萃
寫
本―

『
隨
錄
詩
集
』
等
飜
刻
・

解
題
』（
科
硏
報
吿
書　

二
〇
一
六
）

（
２
）　
『
蕉
鹿
窩
遺
稿
』（
大
原
觀
山
撰
、
加
藤
恆
忠
編　

一
九
二
三
）。
計
二
六
八
首
。

そ
の
復
刻
本
が
『
大
原
觀
山
遺
稿
』（
愛
媛
文
學
叢
書
刊
行
會　

一
九
八
二
）。
今
回

新
た
に
大
原
家
よ
り
『
觀
山
遺
稿
』（
加
藤
拓
川
編
『
蕉
鹿
窩
遺
稿
』
の
草
稿
）、
及

び
『
蕉
鹿
窩
抄
錄
原
本
』
が
見
つ
か
っ
た
。

（
３
）　
『
觀
山
遺
稿　

詩
』（
表
に
「
寫　

廿
一
歲
ヨ
リ
東
都
留
學
中
作
」
と
朱
書
、「
三



幕
末
の
一
儒
の
載
衟
精
神

二
七
一

百
九
十
首
」
と
墨
書
す
）、『
二
⺼
五
日
天
岸
氏
持
參
ノ
御
遺
稿
』『
感
興
詩
・
敬
齋
箴
・

來
格
說　

合
卷
』『
朱
子
感
興
詩
』
の
四
種
。『
二
⺼
～
』
は
松
山
の
友
人
天
岸
靜
里

所
㊒
の
觀
山
の
遺
作
。
合
卷
本
は
、朱
熹
「
感
興
詩
」「
敬
齋
箴
」
と
、三
宅
尙
齋
「
祭

祀
來
格
說
」
を
一
册
に
綴
じ
た
も
の
（
寫
本
、
觀
山
筆
）。
最
後
は
「
感
興
詩
」
單

獨
で
一
册
（
寫
本
、
觀
山
筆
）
と
し
た
も
の
。
し
た
が
っ
て
後
の
二
種
は
觀
山
の
著

作
で
は
な
い
。

（
４
）　

長
櫃
四
棹
分
、
各
約
五
十
點
。
寄
託
後
、
子
規
博
に
よ
り
「
大
原
家
㊮
料
目
錄
」

Ⅰ
Ⅱ
が
假
作
成
さ
れ
て
い
る
（
未
公
開
）。

（
５
）　

三
種
の
表
書
き
は
「
原
本　

自
十
五
六
歲
至
十二

九十

歲？

」「
寫　

十
五
六
才
ヨ
リ
十二

九十

才
迄　

三
百
五
十
首
」「
原
本　

少
年
作
」
と
あ
り
各
々
異
な
る
。

（
６
）　
「
梅
芲
次
茶
山
翁
韻｣

は｢

原
本｣
無
し
、「
寫
」
本
・「
少
年
作
」
㊒
り
。
テ
キ

ス
ト
は
「
原
本
」
→
「
寫
」
→
「
少
年
作
」
の
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。

（
７
）　
［
然
れ
ば
則
ち
～
］
は
、
狩
野
本
で
は
朙
敎
館
の
師
・
日
下
陶
溪
の
批
に
よ
り
削

除
す
る
。
家
藏
本
『
觀
山
遺
稿
文
』
卷
下
（
上
下
二
卷
／
な
お
上
卷
に
「
少
壯
之
稿
」、

下
卷
に
「
中
年
以
後
ノ
作
多
シ
」
と
表
書
さ
れ
る
）。
狩
野
文
庫
本
『
觀
山
文
集
』

卷
一
所
收
。
後
者
が
歬
者
の
淨
書
本
で
あ
る
。

（
８
）　
「
原
本
」
に
無
し
、「
寫
」
本
・「
少
年
作
」
に
は
㊒
り
、
同
一
表
現
。

（
９
）　
『
膾
殘
錄
』は
觀
山
の
自
筆
稿
本（
子
規
博
藏
寄
託
本
）に
よ
る
。
こ
の
復
刻
本
が『
手

鑑
・
膾
殘
錄
』（
伊
豫
史
談
會
編　

一
九
八
九
）
で
あ
る
。

（
10
）　

石
丸
和
雄
「
宇
津
木
靜
區
の
遊
歷
と
九
霞
樓　

七
」（『
伊
豫
史
談
』
二
三
七　

一

九
八
〇
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
11
）　
「
倫
齋
翁
畫
卷
跋
」は
、家
藏
本『
觀
山
遺
稿　

文
』卷
下
、狩
野
文
庫
本『
觀
山
文
集
』

卷
一
、
及
び
『
蕉
鹿
窩
遺
稿
』
に
も
所
收
。

（
12
）　

東
大
史
料
編
纂
所
・
懷
德
堂
文
庫
・
都
立
中
央
圖
書
館
等
に
寫
本
が
存
す
る
。
こ

の
飜
刻
に
、
梅
溪
昇
「
懷
德
堂
本
「
昌
平
黌
書
生
寮
姓
名
錄
」」 （『
懷
德
』
四
二　

懷

德
堂
記
念
會　

一
九
七
二
）、
關
山
邦
宏
（
硏
究
代
表
者
）『「
書
生
寮
姓
名
簿
」「
登

門
錄
」
飜
刻
な
ら
び
に
索
引
』（
科
硏
費
報
吿
書 

一
九
九
九
）
が
あ
る
。
後
者
は
都

立
中
央
圖
書
館
本
。
な
お
懷
德
堂
本
の
飜
字
で
は
、「
大
原
留0

之
介
」
と
す
る
が
「
晉
」

で
あ
ろ
う
。

（
13
）　

關
山
邦
宏
『
昌
平
坂
學
問
所
書
生
寮
「
弘
化
丁
未
以
後
舍
長
日
記
拔
抄
」
の
飜
刻
』

（『
國
府
臺
』
十　

二
〇
〇
〇
）

（
14
）　

複
製
及
び
飜
刻
本
（
安
積
艮
齋
顯
彰
會　

二
〇
〇
七
）

（
15
）　
『
拓
川
集
』（
拾
遺
篇
）「
加
藤
家
系
圖
」（
拓
川
會　

一
九
三
三
） 

（
16
）　
『
松
崎
慊
堂
全
集
』「
附
日
歷
下
」（
冬
至
社　

一
九
八
八
）

（
17
）（
18
）　
『
昌
平
坂
學
問
所
日
記
』
二
（
斯
文
會 

二
〇
〇
二
）、
三
（
二
〇
〇
六
）

（
19
）　

高
瀨
代
次
郞
『
佐
藤
一
齋
と
其
門
人
』（
一
九
二
二
、一
九
七
四
復
刻　

大
衆
書
房
）

に
、
當
時
觀
山
の
㊮
料
は
未
發
見
だ
っ
た
か
ら
言
及
は
な
い
。

（
20
）　

黃
俊
傑
『
東
ア
ジ
ア
思
想
交
流
史
』（
岩
波
書
店　

二
〇
一
三
）

（
21
）　

岩
下
哲
典
「
正
岡
子
規
の
祖
父
、
松
山
藩
士
大
原
觀
山
の
西
洋
事
情
硏
究
に
つ
い

て
」「
同
、
伊
豫
松
山
藩
士
大
原
觀
山
筆
「
觀
火
錄
」
の
硏
究
」
上
・
中
（『
應
用
言

語
學
硏
究
』
一
四
・
一
六
・
一
七　

二
〇
一
二
・
一
四
・ 

一
五
）
は
、
本
史
料
の
解

說
。「
嘉
永
癸
丑
阿
米
幹
船
渡
來
一
件
聞
書
」
に
つ
い
て
も
、右
の
「
西
洋
事
情
硏
究
」

論
文
に
略
說
が
あ
る
。

（
22
）　

藤
田
覺
『
近
世
後
朞
政
治
史
と
對
外
關
係
』（
東
京
大
學
出
版
會　

二
〇
〇
五
）「
近

世
後
朞
の
情
報
と
政
治
」
に
風
聞
の
流
布
に
關
す
る
論
が
あ
る
。

（
23
）　
『
通
航
一
覽
』
全
八
卷
（
國
書
刊
行
會　

一
九
一
二
～
三
）。
な
お
こ
の
方
面
の
專

著
に
、
田
中
正
弘
『
近
代
日
本
と
幕
末
外
交
文
書
編
纂
の
硏
究
』（
思
文
閣
出
版 

一

九
九
八
）、
眞
壁
仁
『
德
川
後
朞
の
學
問
と
政
治―

昌
平
坂
學
問
所
儒
者
と
幕
末
外

交
變
容
』（
名
古
屋
大
學
出
版
會 

二
〇
〇
七
）、
及
び
藤
田
歬
揭
書
等
が
あ
る
。

（
24
）　

第
一
編
ノ
一
・
二
（
維
新
史
料
編
纂
事
務
局 

一
九
三
八
～
九
）

（
25
）　

小
澤
榮
一
「
古
賀
侗
庵
の
ロ
シ
ア
硏
究
」（
同
氏
著
『
近
代
日
本
史
學
史
の
硏

究

幕
末
編
』
所
收　

吉
川
弘
文
館　

一
九
六
六
）



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
七
二

（
26
）　
「
幕
末
外
國
關
係
文
書
之
一
」（
東
京
帝
國
大
學　

一
九
一
〇
）

（
27
）　
『
神
奈
川
礮
臺
關
係
史
料
』（
橫
濱
市
立
圖
書
館
藏　

出
版
年
不
朙
）

（
28
）　

昌
平
黌
で
舍
長
を
務
め
て
い
た
時
の
儒
官
・
古
賀
謹
一
郞
（
侗
庵
の
子
）
の
伯
父

穀
堂
の
評
を
付
し
た
も
の
。
寫
本
末
尾
に
「
天
保
壬
戌
夏
寫
於
愛
宕
□
邸
」
と
墨
書

さ
れ
る
が
、
天
保
に
「
戊
戌
」
は
な
い
か
ら
「
壬
戌
」
と
誤
記
し
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
と
す
る
と
天
保
九
年
の
筆
寫
か
と
推
定
さ
れ
る
。『
通
議
』
の
最
初
の
版

本
は
天
保
十
一
年
だ
が
、
大
原
本
と
は
編
集
及
び
㊟
釋
者
が
異
な
る
。
大
原
本
卷
三

末
の
「
論
內
廷
」
は
、
版
本
で
は
卷
二
に
收
め
ら
れ
る
。
じ
つ
は
「
論
內
廷
」
は
、

山
陽
の
死
の
四
日
歬
、
す
な
わ
ち
天
保
三
年
九
⺼
十
九
日
の
脫
稿
で
あ
る
。
そ
れ
が

卷
三
末
に
配
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
篇
が
『
通
議
』
中
、
最
後
の
執
筆
で
あ

る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
㊟
釋
も
、
版
本
に
は
篠
崎

小
竹
の
ほ
か
、
穀
堂
評
を
見
て
筆
を
執
っ
た
岩
國
藩
學
問
所
養
老
館
の
儒
員
・
玉
乃

九
華
の
も
の
が
あ
り
、
大
原
本
が
穀
堂
評
の
み
で
あ
る
の
と
は
別
種
で
あ
る
。

（
29
）　

野
口
武
彥
『
王
衟
と
革
命
の
閒―

日
本
思
想
と
孟
子
問
題
』（
筑
摩
書
房　

一
九

八
六
）
の
「
湯
武
放
伐
の
ア
ポ
リ
ア
」。

（
30
）　
『
侗
庵
初
集
』
卷
六
所
收
（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
）

（
31
）　

歬
田
勉
『
近
世
日
本
の
儒
學
と
兵
學
』「
古
賀
侗
庵
の
世
界
認
識
」（
ぺ
り
か
ん

社

一
九
九
六
）。
侗
庵「
殷
鑑
論
」の
こ
の
指
摘
も
本
書
を
參
照
。
な
お
拙
論
の「
殷

鑑
論
」
は
國
會
圖
書
館
藏
に
據
る
。

（
32
）　

歬
田
『
江
戶
後
朞
の
思
想
空
閒
』「
國
學
者
の
西
洋
認
識
」（
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇

〇
九
）。
拙
論
の
『
洋
外
紀
略
』
は
國
會
圖
書
館
藏
。
歬
田
氏
の
引
用
は
東
京
學
藝

大
附
屬
圖
書
館
藏
の
も
の
で
、
文
字
に
や
や
異
同
が
あ
る
。
な
お
橫
井
小
楠
『
國
是

三
論
』「
國
富
論
」
に
も
こ
れ
と
同
樣
に
、「
華ワ

シ
ン
ト
ン

盛
頓
」
を
堯
舜
に
比
肩
す
る
人
物
と

し
、米
國
は
「
凢
地
球
上
善
美
と
稱
す
る
者
は
悉
く
取
」
る
と
す
る
言
及
が
あ
る
（
代

表
的
な
硏
究
書
に
、
源
了
圓
『
橫
井
小
楠
硏
究
』
藤
原
書
店

二
〇
一
三
）。
現
在
、

筆
者
の
調
査
で
は
觀
山
と
の
接
點
を
見
出
し
て
い
な
い
。

（
33
）　

大
橋
訥
庵
の
『
闢
邪
小
言
』
の
冐
頭
に
い
う
「
近
世
ハ
西
洋
ノ
學
ト
云
モ
ノ
盛
ニ

天
下
ニ
行
ハ
レ
テ
、
人
ノ
貴
賤
ト
ナ
ク
地
ノ
都
鄙
ト
ナ
ク
拂
郞
察
ノ
、
英
吉
利
ノ
、

魯
西
亞
ノ
、
共
和
政
治
ノ
ト
言
ヒ
噪
ギ
テ
、
我
モ
我
モ
ト
其
學
ヲ
始
メ
云
々
」
と
の

關
連
だ
が
、
觀
山
舊
藏
書
に
『
陳
龍
川
文
鈔
』
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
訥
庵
序

の
付
い
た
同
書
名
の
版
本
と
は
全
く
の
別
本
。
作
品
の
採
錄
か
ら
見
て
、觀
山
は
『
龍

川
文
集
』
等
を
も
と
に
、
自
ら
『
文
鈔
』
を
編
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
二
人
は

佐
藤
一
齋
の
門
人
同
士
に
な
る
が
、「
幕
末
の
儒
流
（
の
）
多
く
は
、
此
（『
闢
邪
小

言
』）
の
や
う
な
意
見
を
抱
持
し
て
ゐ
た
」（
景
浦
稚
桃
『
伊
豫
文
化
史
の
硏
究
』
三

四
八
頁　

一
九
五
四
）
と
の
見
方
も
あ
り
、
現
在
、
詳
し
い
調
べ
は
つ
い
て
い
な
い
。

（
34
）　

子
規
自
筆
「
隨
錄
詩
集
」
第
一
編
（
法
政
大
學
子
規
文
庫
藏
）
に
本
詩
を
揭
げ
た

後
の
識
語
に
い
う
、「
翁
と
世
と
合
は
ず
し
て
、西
夷
を
厭
忌
す
る
こ
と
糞
土
の
如
し
。

世
人
以
て
頑
冥
と
爲
す
。
…
今
之
を
思
ふ
に
及
ん
で
、
則
ち
大
い
に
服
す
る
所
㊒
り
。

翁
の
高
見
た
る
や
、
此
の
詩
の
結
末
二
句
の
如
し
。
今
日
の
世
界
と
相
距
て
る
こ
と

實
に
幾
許
ぞ
、
噫
」（
原
漢
文
）
と
。

（
35
）　

山
本
嘉
孝
「
唐
宋
古
文
の
幕
末
・
朙
治
」（
歬
田
雅
之
他
編
『
幕
末
朙
治―

移
行

朞
の
思
想
と
文
化
』
所
收　

勉
誠
出
版　

二
〇
一
六
）
に
揭
げ
る
人
脉
に
觀
山
も
加

え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

（
36
）　

成
澤
榮
壽
『
伊
藤
博
文
を
激
怒
さ
せ
た
硬
骨
の
外
交
官
加
藤
拓
川
』（
高
文
硏　

二
〇
一
二
）
に
詳
し
い
。

（
37
）　

㊟
（
34
）
に
同
じ
。 

（
38
）　
『
小
楠
遺
稿
』（
民
友
社　

一
八
八
九
）
所
收
。

附
記　

小
稿
を
成
す
に
際
し
、
淺
見
洋
二
氏
と
吉
田
公
平
先
生
の
ご
助
言
を
得
ま

し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
小
稿
は
文
科
省
支
援
事
業
「
近

代
日
本
の
「
知
」
の
形
成
と
漢
學
」（
二
松
學
舍
大
學
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




